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コータン・ドモコ仏寺遺跡出土千手千眼観音壁画の初歩的考察
姚崇新
はじめに
一、古代于
闐の観音信仰と観音の造形芸術
二、カラドン遺跡出土の千手千眼観音壁画とその粉本の源流の推察三、歴史背景の考察
結論はじめに
考
古学的発掘調査によって、新疆ウイグル自治区のコータン
（和田）
地区
チラ
（索勒）
県ドモコ
（達瑪溝
　D
om
oko ）
一帯が、 前イスラム時期において「仏
法匯聚之地
（仏法集合の地
）（
（
）」と称するに堪え得る地であったことが顕示され
た。二十世紀初頭以来、この区域ではカダリク
（哈達里克
K
hadalik ）、コクジ
グダ
（克科吉格代
K
ok-jigda ）、バラワステ
（巴拉瓦斯特
Balaw
aste ）、オールド・
ドモコ
（老達瑪溝
O
ld D
om
oko ）、ウズンタチ
（烏尊塔提
U
zun-tati ）、カラチン
（喀拉沁
K
araqin ）
およびダンダンウィルク
（丹丹烏里克
D
andan O
ilik ）
など、
著名な仏教遺跡が発見され、大量の貴重な仏教文物が出土している
）（
（
。この区
域の考古の新発見は今に至るまで連綿と続いている。二〇〇二年九月、十月の間、 中国社会科学院考古研究所新疆考古隊がドモコ南部でトプルクトン
（托
普魯克墩
　Toplukdong ）
仏寺遺跡の応急的発掘を行った際、ドモコ郷政府から
東北約十キロメートル離れたカラドン（
喀拉墩
　K
haladong ）の荒漠たる砂丘
の中から一つ 仏寺遺跡が発見された。二〇〇六年十月、上述の考古隊がこの遺跡の発掘を行い、発掘後に「カラドン
一号仏寺」と命名した。本文が論
じようとしている千手千眼観音壁画はここから出土したものである。考古報告に拠ると、カラドン 号仏寺の創建は紀元七世紀であるという。遺跡は激しく損壊しているとともに、完全な整理もなされな ったことから 仏寺建築構造や形制は不明である。主要な出土 物 壁画の残片 、千手千眼観音、千仏、仏頭、菩薩頭および装飾文様等があり、そ 中で最も価値が高のは千手 眼観音壁画である
）（
（
。千手千眼観音の壁画は都合六件の残片がある
が、それらの画像は繫がらない。その中で
06C
D
K
F: 001
と整理番号が打た
れた壁画残片
（図版
1 
（a）
は、図像の構成要素が最も多い。本文では主にこ
濱田瑞美訳
一
︱︱
　敦煌との比較を兼ねて
　︱︱
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二
の残片に焦点を当てて論じていく。これはコータン地区で初めて発見された千手千眼観音図像であるため、非常に注目された。しかし、目下のところ学界でのそれに対する認識はまだ初歩的段階であり、誤認もある。たとえば、壁画の月 図案の中の動物は鼠とみなされているが、これは古代のコータンの鼠王崇拝と関連させた見解であ
り
）（
（
、この解釈は誤りである。 「報告」
（註
（
の「
新疆和田地区策勒県達瑪溝佛寺遺址考古報告」 ）
ではそれを玉兎としている
もの 、未だ図像 比較研究 は及ん いない。またたとえば、この壁画を含めた古代新疆地域の千手観音図像の遺物とその信仰は中原地域より早い段階で普遍的に見られるため、中原の 手 、特に一面千手の観音図の形式の粉本は西域か もたらされた、つまり 原の千手観音の造形芸術が西域
（特に于
闐
）
の影響を受けて成ったものと考える研究者もい
る
）（
（
。この観点
の主な問題としては、まず、中原の千手観音造像が普遍的となったのは西域よりも遅いとみなす点であり、次に、西 と中原 両地 図像遺 の比較研究が充分になされてきていない点である。本研究は、事実はおそらく反対であることを実証する。また、もし我々がこの千手 眼 図 粉本 源流について充分に認識したならば この仏寺 創建年代に関する「報告」 判断は修正を迫られることに ろう。本文 基本的 上述の問題をめぐって論述を展開するととも 、古代于闐の観音信仰に内包す 要素、およびそ造形芸術の淵源に対する認識と理解を深めようとする である。　　　　
一、古代于闐の観音信仰と観音の造形芸術
　
僧伝文献と出土文献にわずかに残された記載をまとめて見てみると、古代
コータン
（于
闐
）
の観音信仰の出現は比較的早く、この信仰の伝統が長期に
わたって保持されているとともに、こうした状況は西域の他の地域に多く
見られないことが読み取れる。　『出三蔵記集』巻二には、
観世音懺悔除罪呪経一巻
〔永明八年十二月十五日訳出〕
。
妙法蓮華経提婆達多品第十二、一巻。右二部。凡二巻。斉武皇帝時、先師献正遊西域、於于闐国得観世音懺悔呪胡本。還京都、請瓦官禅房三蔵法師法意共訳出
）（
（
。
（意訳）『観世音懺悔除罪呪経』一巻〔永明八年〈四九〇〉十二月十五日訳出〕 。『妙法蓮華経』提婆達多品第十二、 一巻。右二部、凡そ二巻。南斉の武帝の時、先師献正は西域に遊行し、于闐国に於いて『観世音懺悔呪』 胡本を得た。京都に還り、瓦官寺禅房の三蔵法師法意に請い、共に訳出した。
とある。僧祐が先師と称するのは「献正」すなわち南斉の僧正の法献のことである。 『高僧伝』には彼の西行求法の事績についてさらに詳しく記載されている。
以宋元徽三年、発踵金陵、西遊巴蜀、路出河南、道経芮芮、既到于闐欲度葱嶺、値桟道断絶、遂於于闐而反。獲佛牙一枚 舍利十五身、並観世音滅罪呪及調達品、又得亀茲国金鎚鍱像、於是而還
）（
（
。
（意訳）
宋の元徽三年
〈四七五〉
、踵を金陵より発し、西のかた巴蜀に遊び、
路は河南を出で、道は芮芮を経て、すでに于闐に到り、葱嶺を渡ろうと欲するも、桟道の断絶に値い、遂に于闐から引き返した。仏牙一枚
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三
と舍利十五身、並びに『観世音滅罪呪』及び調達品を獲得し、また亀茲国の金鎚鍱像を得て、是に於いて還った。
　
これは現在のところ于闐の観音信仰に関する最も早い記載である。これに
より、于闐の観音信仰の開始が五世紀後半を下らないこと、加えて経典の漢訳が中原の観音信仰の発生に影響を与えたであろうことが窺える。　
法献が于闐で獲得した『観世音懺悔除罪呪経』の訳本は隋時代にはなお存
在していた
）（
（
、今はすでに散佚しており、内容は不明である。ただし、北周
の天竺三蔵闍那崛多の訳本に『種種雑呪経』があり、その中に法献が于闐で得た呪経の名称とよく似る『 世音懺悔呪』が含まれている。その内容を見ると、 主なものは陀羅尼、 すなわち呪であり、 「右呪観音像前、 焼香発露懺悔、至心誦三遍、滅無始已来罪、求願必果
（右の呪、観音像の前で、焼香して発露
懺悔し、至心にて誦すこと 遍、始め已来の罪を滅無し、必ず果をもたらさんことを求願す
）（
（
）」 と説かれる。于闐の 『観世音懺悔除罪呪経』 の内容と効能は 『観
世音懺悔呪』と類似する。 なわち経典の主な内容は陀羅尼で、主要な目的は陀羅尼の念誦を通じて懺悔除罪し、祈願することにある。すべての于闐語の仏教文献において、観世音菩薩はしばしば祈求 対象として出現する
）（（
（
。
　
注意されるのは、コータン地区出土の仏教文献中に〝
Avalokiteśvara-
dhāranī
）（（
（
〟 、すなわち「観世音菩薩陀羅尼」があることで、これは『観世音懺
悔除罪呪経』と同類の文献であろう。このことから、陀羅尼の念誦を通じ懺悔除罪し祈願することが于闐 観音信仰の伝統の一つであり、こ 伝統は于闐の観音信仰が明らかに雑密の影響 受けていた を反映するも と見られる。この点はまた、近年発見された于闐語の写本『対治十五鬼護身符』（国家図書館善本部蔵、以下『護身符』と略称）
によっても証明される。
　
この『護身符』はほぼ完全なかたちで保存されており、段晴氏の釈読によ
って、内容は基本的に明らかとなっている。論述の便のため、以下、段氏の釈文を転載する
）（（
（
。
〔観自在菩薩対佛説〕
天佛啊、若是一些女子、
她們喜歓男孩子、喜歓児子、
但是児子在腹中留不住。貪婪於新生児的羅刹女、以他們充食。她們有通過十五種途径而生的疾病、 這些疾病発生在孩童身上。她們総是得到機会、甚至奪走已経在腹中的人的胚胎 為了她們、我今説明呪 令她 能遣除孩童身上的疾病。
　　　　　　　　　　　　　　　　
  （第二二～三七行）
（意訳）〔観自在菩薩が仏に対して説いた〕天仏よ、もしある女子たち、彼女たちが男子を好み、息子を望んだとしても、息子を腹の中に留めることができない。新生児をむさぼる羅刹女が、彼らを食べているのである。彼女 には、 十五種の径路を通過する際に発生する疾病があり、これらの疾病が子供の身に発生する。彼女たちにはいつも、すでに腹中にある人 胚子を奪い去られるということさえ起こり得る。彼女たちのために、我はいま明呪を説き、彼女たちに子供の身 ふりかかる疾病を取り除くことができるようにさせ のである。
護持（経）名曰『対治十五鬼』 、 尊者観自在菩薩於佛前宣説、 以悲憫衆生。若有女子不能生育、或者無男童、無児子、或者是処女（
?） 、或者
她
的
児子不能成活、或者腹中不能懐子、或者丈夫対
她
十分粗暴。祇要（
她
）
携帯此明呪、尊者観自在菩薩将如此保佑她、無論她有何種願望、皆可得実現。而且丈夫変得親切和藹、 諸子茁壮成長 不会死去。無論她做何種業、都将得生於妙好受生中、得毎個人的喜愛、言談柔美。 （若是）
她
先前腹
422.indb   281 17/08/01   8:52
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
二
　
号
282
四
中不能得子、
她将有好的結界。不応対此生疑惑、 祇需以恭敬虔誠携帯（此
物） 。
……
惟願
Sӓ vӓ kӓ
女士的一切時護身符黒夜白天護佑於
她、令
她
此世
児郎繁多昌盛。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（第五六～九八行）
（意訳）
この護持経の名は『対治十五鬼』という。尊者観自在菩薩が仏前で宣説し、衆生を悲憫する。もし生み育てることのできない女子、あるいは男児、息子の無い者、あるいは処女（？）の者、あるいは息 が成長できなかった者、あるいは子供を孕めない者、あるいは夫が彼 に対してひどく粗暴である者は、この明呪を携帯したならば在菩薩はこのように彼女を助け だろう 彼女がどのような願望を抱いたとしても、みな実現することができる。そして夫は親切温和に変じ、子供たちも健康に成長し 死ぬこと ない たとえ彼 がどのような業を行っ としても、み 妙好なる ころに生まれかわることができ、各個人の好感 を得 言葉遣いは柔軟で美し も 彼女が以前に子を孕めなか 彼女 はよい結界があ これに対して疑惑を生じる必要はなく、ただ恭敬虔誠に 物 携帯 ればよい。
……
惟願わくば
Sӓ vӓ kӓ
女士の一切の時、護身符は昼夜彼女を
保護することを、彼女のこの世 息子が多く繁昌することを。
　
第四四～五六行は陀羅尼である。 『護身符』が受胎した婦女と児童を護る
ことを主題とすることは明白である。段氏の研究によると、この『護身符』は仏教の護持類文献に属し、于闐人の撰述によるもので、年代はおよそ八世紀という。文中の児童に的を絞った十五種の疾病は、インド伝統の医学 観念から出たものである。インド伝統の医学は、この十五種の児童疾病を十五
種の鬼魅を通して発生するものとみなしている。この『護身符』は
Sӓ vӓ kӓ
という一人の婦女に帰属するもので、 彼女の護身符というにふさわしい
）（（
（
。 『護
身符』の内容の一つはこの十五種の鬼魅を「退治」することである。鬼魅を「退治」し、婦女児童 保護するため 主要な法宝が明呪、すなわち文中にあらわれる長い陀羅尼である。　
しかし、段氏が正確に指摘するように、仏教護持類の文献は通常仏の所説
と明言するが、この『護身符』は観自在菩薩の所説となっている。こうした形式には、他に何か深い意味があるだろう れが子を授け、子を護るという観音菩薩の効能か 出たものであることを、我々は認めるこ が きよう。観音の子授けは、経典に依拠するものである。 『法華経』観世音菩薩普門品には「若有女人、設欲求男 礼拝供養観世音菩薩、便生福徳智慧之男設欲求女、 便生端正、 有相之女
（もし女人ありて、 たとえば男子が欲しいならば、
観世音菩薩を礼拝し供養すれば 便ち福徳・智慧 男子を生むだろう。たとえば女子が欲しいならば ち端正・有相の女子を生むだろ
う
）（（
（
）」 。 『法華経』が非常
に流行していた古代の于闐地域では
）（（
（
、観音菩薩のこの効能に対し、特に目新
しくはなかったはずである。経典のこの一節によって 観音の 授け・子護り、および婦 ・児童を保護するという効能を比較的容易 透導した。したがって 『護身符』の文の書きぶりは于
闐
人の観音信仰に内包される要素の
一面をあらわ ている。すなわち観音菩薩の子授け 子護りの効能を重視ていたということである。この点と中原の観音信仰 要素 似ているとろがあるが、両者にはほぼ直接の関連 ないよう 思われる
）（（
（
。
　
陀羅尼
（明呪）
が多いのは、仏教護持類の文献の基本的な特徴である
が
）（（
（
、
『護身符』そのものは観音信仰を反映するものである。したがって我々は『護身符』によっ 、于闐の観音信仰が雑密 影響を受けてい 痕跡ととも
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五
に、于闐の観音信仰が護持という特性を有していたことを、改めて感じとることができる。　
于
闐
の観音信仰に突出してあらわれる子授け・子護りの願望は、我々に
古代の于
闐
地域に流行した訶梨帝母
（
H
ārītī　民間では「鬼子母」と称す）
の図
像遺物を思い起こさせる。コータン地区で最も早く発見された訶梨帝母の図像は、オーレル・スタインがファルハード・ベグ・ヤイラキ
（
Farhad Beg 
Yailaki ）の
F. X
II 寺院遺跡で発見した訶梨帝母の壁画である
）（（
（
（挿図
1）。その後、
ダンダンウィルクのそ 他の寺院遺跡からも訶梨帝母の壁画が てい
る。すなわち一九九八年にスイス人のバウマーが、スタイン発掘の
D
. X
. の
寺院仏殿
（バウマーによる新整理番号は
D
13 ）
を再度発掘して発見した壁画の
中に、 二体の訶梨帝母像があり、 それらの構図は三尊形式であった
）（（
（
。さらに、
二〇〇二年に中日共同で発掘したダンダンウィルク
C
D
4
仏寺遺跡の東塀の
壁面にも訶梨帝母像が描かれていた
）（（
（
（整理番号
C
D
4 ：
05 ）。
　
この種の題材の図像が当地で頻出していることは、古代の于闐地域の訶梨
帝母崇拝が比較的流行していたという直観的な印象を抱かせる。もしその出土環境
 ︱︱
 訶梨帝母の像が頻繁にあらわされる所が仏寺の壁画であること
 
︱︱
 を考慮するならば、訶梨帝母の護法の性格を反映しているとの解釈を
排除し得ない。しかし、 『仏説鬼子母経』によると、訶梨帝母の護法の性格は決して突出したものではなく、彼女が仏陀の教化を受けて悪を棄て善に従った後、仏陀は「無子者来求子 当与之子
（子の無い者が来て子を求めれば、
まさにこの子を与えるべ
）（（
（
）」と、彼女にわざわざ要求している。これによっ
て訶梨帝母は次第に子供を保護し多産を励ます善神に変化し、次第に子授け・子護りの効能を具えるようになった
）（（
（
。したがって、于闐地区に流行した
訶梨帝母崇拝は、地方の信仰や崇拝を代表するものであった可能性が高く、必ずしもそれを仏教に関するさまざまな文脈の中に位置付けて解釈する必要はない
）（（
（
。その具体的な要素は、仏教護法の性格が突出したものではなく、主
として子授け・子護りの効能と わりがあ と考えられる。 『護身符』の発見と釈読により、于闐に流行した訶梨帝母 に内包される要素について、我々の判断は強化された。当然ながら これが于闐の訶梨帝母信仰のすべての要素というわけではない。次に引用するチベット語の『于
闐
国授記』
（
Li 
yul lung bstan pa ）
の内容は、訶梨帝母が観音菩薩と同様に、于闐の国家の守護
神の一つであることを実証するものである。要 に、 『護身符』 、于
闐
挿図 （　訶梨帝母と子供たち、ファルハード・ベグ・ヤイラキ F. XII 寺院遺跡出土壁画、
F. XII. 004、6 世紀中頃、ニューデリー国立博物館蔵
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六
の民間において、神の助力を借り、子が授かり、子を護るという伝統が確かにあることと、彼らが観音の子授け・子護りの効能と訶梨帝母の同様の効能とを有機的に結び付け いたことを明らかにしているのである
）（（
（
。
　『護身符』の子護りの効能は主に魑魅魍魎の「対治」を通じて、子供の病を祓い、子供の健康を守ることであり、それはまた于闐の地に発生したいわゆる十六女神信仰と期せずして一致する。 十六名の女神はみな崇拝対象で、子供が病気を患ったり、子供の母親に危害が及べば、必ずそれら女神を祭祀した。まさに母子の健康と平安をかなえる神であったのである。こ 十六名の女神の一部の図像資料がスタインの敦煌コレクションにある。一組紙本絵画で、作品番号は
C
h. 00217 （
Stein Painting 177 ）、大英博物館に所蔵さ
れており、年代はおよそ九世紀である。絵画は全部で三枚あり、表裏両面にそれぞれ一尊の神祇が描かれており、 神祇像は合わせて六尊である。 ただし第一枚目の表面の上方に これら神祇全体に関する題記があり、 その中に「六箇女神」 「此十六箇神」等の字句があるため これらの神祇は十六尊一組で、現在わずかにその中 尊が残されてい ことがわかる。 み 女性で、獣首
（あるいは鳥首）
人身で、それぞれ牛首、鳥首、猫首、鹿首、猴
首、鶏首 ある。 の上半身は裸で、豊満な乳房を露出し 下半身に 短裙を着け、子供を抱くものや、子供を足元にあらわすもの ある。その他十尊の女神もおそらく獣首
（あるいは鳥首）
人身であったと想像できよう。
各幅の画面上方には于闐語と漢語 二種 言語による榜題があり、各榜題の内容は類似している。大意は「此の某女神 もしこ 女 頭部にあらわれた獣類あるいは禽類 夢見たら いは子供の母親が夢 中 危害が及んだり、あるい 子供が某種の病気にかかったら、 はこの女神が災いを引き起こしてい のである。この女神を祭祀すれば、母子はすぐに健康平安と
なろう
）（（
（
」である。注意されるのは、冒頭の題記に「十六箇女神並擁護小児」
の字句があることである。すなわち、この十六尊の女神は実際に、于闐の人びとに婦女と子供のための神、特に子供の保護神と見られていたのであり、『西域美術』がこの絵画のキャプションを「護諸童子女神像」とし は適切である。　
訶梨帝母崇拝から十六女神信仰まで、于闐には女神を利用して子供の平安
と健康を守る伝統が確かにあったと見られる。当地でこれに観音信仰の何かしらの要素が加えられて構築されたこの伝統には、于闐 おける子供の保護意識の高さが充分に反映されている。十六女神図像 敦煌で発見されているから、こ 種 信仰 九世紀前後にすでに敦煌地域に流伝していた とが明らかである。　
于
闐
の観音信仰の護持の特性として、上述の一般民衆に対する護持のほ
か、国家に対する護持をもあらわしていることが、諸々の現象か 明らかである。　
およそ八、九世紀から、観音菩薩は次第に于闐を守護する「八菩薩」の一
つとなり、敦煌の「瑞像記」や 瑞像図および于闐語の仏教文献とチベット語の授記類の文献の中に頻出してく その主 な効能はその他の仏教の諸神とともに、特に「八大守護神」として于闐国を守護することであった
）（（
（
。チ
ベット語の『于闐国授記』には 世尊はまた衆生に利益を為 、牛頭山の上に立つ大仏像 左側の仏堂内の、小窣堵波の所に立って安住すること七日。……
（その時）
文殊菩薩と観音菩薩等の八菩薩、毘沙門、散脂夜叉大将、善
女人無垢光と孺童金剛兄妹、天龍等は、如来
（この境界を）
永遠に護持す
ることを付嘱された。そこで、文殊菩薩 弥勒菩薩、観音菩薩、虚空蔵菩薩、地蔵菩薩、普賢菩薩、大勢至菩薩、薬王菩薩、毘沙門およびそ 三千の眷
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七
属夜叉、散脂夜叉大将およびその十万の眷属、難勝天子
（
Ihag Zangyis m
i thub 
pa ）
およびその一千の眷属、虚空眼
（
N
am
 m
kha'i spyan ）
およびその八千の眷
属、金華鬘天子
（
Iha'ibug Serphreng ）
およびその五百の眷属、熱舎龍王
（
K
lu'i 
rgyalpog N
asdrospo ）
およびその一千の眷属、阿那緊首天女
（
Iham
ol C
agskyu 
can ）
およびその一万の眷属、他難闍梨天女
（
Iham
og N
asldan m
a ）
およびその
五千の眷属、善女人浄光明、孺童金剛、意堅天子
（
Iha'ibu Blorabbrtan ）、訶梨
帝母およびその眷 等は、世尊の前で誓いを起こし、于
闐
の護持を承諾し
た
）（（
（
」とある。これと于闐語の仏教文献に見られる話の筋は基本的に一致して
いる
）（（
（
。上述の文献によると、こ 八人 菩薩は長く于闐に住んでおり、于闐
国を守護し、彼らは于闐の各所に住居があり 于闐の各地に分かれて住んでいる。そのうち観音菩薩は
Jūsna あるいは
H
iu-sna
に住んでいるという。
　
つまり、いわゆる「八菩薩」は当時すでに于闐の固有名称で、その身分も
すでに固定化して た。すなわち右 文に列挙されていた文殊、弥勒 観世音、虚空蔵、地蔵、普賢、大勢至および薬王菩薩のことで る。そのうち観音菩薩は第三番目で、 「八菩薩」の中での地位は低くない 見られる。これは観 が于闐 お て変わらず「護持」 役目を演じて たことと関係があるだろう。　
于闐には絶えず観音信仰の伝統があった以上、当地で若干の観音菩薩 図
像遺物が発見されるのも道理にかなうものであ が ドモコの密教 観音図像はやはり当地で 初めての発見である。いまのところ、コータン 区観音菩薩の図像資料は主にスタインの収集品に集中 一九七〇年代、ウィリアムス夫人 それらの初歩的な整理を行った際、七件 観音像を得た。いずれも絵画
（壁画あるいは板画）
の作品で、もとの作品番号は、
Bal. 
03 、
F. X
II. 005 、
K
ha. i. C
. 0054 、
K
ha. i. C
. 0056 、
H
ar. 037 、
H
ar. 042 、および
Skrine B
）（（
（
である。それらの造形の特徴と絵画技法はいずれも類似している。
ここに保存状況の良好な
F. X
II. 005
の作品を例に、分析を加えてみる。
　
観音菩薩は頭部に三葉嵌珠の宝冠を戴き、宝冠の中央には禅定の化仏一体
が描かれており、観音菩薩の尊格がこれによって確定する。観音は立像で、垂髪 肩にかかり、円形の頭光をあらわし、舟形の身光を帯び、頭光・身光の縁は連珠文で飾られている。 耳朶は長く肩まで垂れ、 鼻は高くまっすぐで、両目はやや閉じて視線を下方に向ける。面部は秀麗で、口髭や顎鬚はない。皮膚には深い紅紫色と淡い赤茶色の隈取りが施され、上半身は裸で、下半身には方格文様 裙を着け、裙は両脚 ぴった と貼り付いている。胸飾 瓔珞、臂釧、腕釧をつけ、天衣を肩の後ろから両臂に廻らせ、体側に沿って垂下させる。左手は腹前に置き、右手は胸前で浄瓶をと 浄瓶の形状は特徴的で、頸部は細長く、 部 球状で、表面に蓮弁文をあらわす。菩薩の身体つきは背が高くすらっとしており、まろやか 潤った様相で、女性的な特徴が明らかである
（挿図
（）。
　
F. X
II. 005
は、ファルハード・ベグ・ヤイラキ仏寺遺跡から出土したもの
で、この遺跡の年代は一般的には唐代以降に 下らない さ いる
）（（
（
。また
同じ遺跡から出土した訶梨帝母の壁画の年代が芸術史家によって六世紀と確
挿図 （　観音菩薩、コータン、ファ
ルハード・ベグ・ヤイラキ F. XII 寺
院遺跡出土壁画、F. XII. 005、6 世紀
末～ 7 世紀初、所蔵不明
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八
定されていることを考慮すると、筆者は
F. X
II. 005
を六世紀末から七世紀初
めの作と考える。 の作品の絵画技法は当地の特徴をあらわしているが、スタインは、全体的な様式にはインドの影響の要素があり、ギリシャ化を経た仏教芸術がある意味苦心してインド様式を模倣して実現したものという。具体的には、スタインはこの絵画の彩色された衣裙 珠宝と長頸の瓶 造形、および衣襞の処理等において、インド様式の影響が認められるという
）（（
（
。実際
のところ、 連珠文の装飾はペルシャからの影響を反映している。 したがって、この作品の様式は、ガンダーラとペルシャから直接 受けたもの 判断されると もに インドの間接的な影響をも受けていると見て、おそらく問題はないだろう。ただし 注意されるの 、七世紀前後の于闐の観音菩薩の造形は、ガンダーラ 系統の観音菩薩の力強 典型的な男性 造形を継承しておらず、むしろ容貌は秀麗で、なめらかな体つきといった女 特徴呈していることである。ガンダーラの系統 観音菩薩 力強 男性的な典型
は、たとえば挿図
（の如くであり、于闐の観音との差異が大きいことを見出
すの 難しくない。于
闐の観音の女性的な特徴も普遍的に見られ、以下に挙
げる保存状態の比較的良好な作品の中にもこの点を見出すことができる
（挿
図
（・
（）。
　
我々は、于闐の観音の造形における女性化の傾向を、中原の影響の結果で
あると認識する。なぜなら、アジア全土において観音信仰と観音崇拝の存在する地域を見渡してみると、中国の中原地域が、最も早く観音造形が女性化した傾向にある区域であり、それが中国周辺 影響を及ぼしていったのである
）（（
（
。もとより、中原では、観音菩薩にかぎらず、脇侍菩薩や供養菩薩お
よびその他の固有名称 持った菩薩 ども 外観を沙門形とする規定のある地蔵菩薩のほかは、造形の上ですべ この女性化 変化が起こって るのであり、ただ最終的な結果を見 、観音 変化 最も徹底していたというに過ぎない。中原 観音菩薩の造形の特徴の変化はおよそ隋唐の交代時期
挿図 （　観音菩薩、ガンダーラ出土、石彫、2 ～ 3 世紀
挿図 （　観音菩薩（残片）、于闐寺院遺跡出土壁画、Bal. 03、
7 世紀前後、ニューデリー国立博物館蔵
挿図 （　観音菩薩（残片）、于闐寺院遺跡出土壁画、Kha. i. 
C. 0054、7 世紀前後、ニューデリー国立博物館蔵
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九
に始まり、初唐に至って基本的に完成した
）（（
（
。これにより、于闐の観音造形の
女性化への変化が、中原から影響を受けた結果であることに、我々は確信が持てよう。　
当然ながら、この変化も于闐の人びとの観音の性別に対する心理的傾向を
あらわしていることは疑いない。もし、于闐の人びとの目に、観音菩薩がすでに一人の女神として認められたならば、それが当地 おける子供の平安健康を保護する 信仰の伝統 中に取り込まれるのは、実に自然なことである。　
注意されるのは、于闐の観音菩薩の宝冠と、敦煌莫高窟の唐代石窟に見ら
れる観音菩薩の宝冠との類似である。冠の周縁が三葉状を呈し、葉 中 宝珠を嵌入する点
（通称「三珠冠」 ）
が、共通の特徴である
）（（
（
。このほか、スタイ
ンが観音の執る長頸の瓶についてインド様式との関連性を指摘している。しかし、もしその表面の文様を論じず、単に形状からいえば、我々は敦煌で描かれた観音菩薩 手に執る持物の中 、 の浄瓶を見つけること できる
）（（
（
。
　
ウィリアムス夫人は
H
ar. 042
号の観音の特殊性に注目している。この観音
立像は、 一つの嵌め込み式の板の上に描かれているが、 板面はすでに摩損し画面はやや模糊の状態で、わずかに輪郭がわか 程度 ある。観音 赤色長裙を着け、左手を下して浄瓶を執り、右 は挙げて未敷蓮華を執り、その
蓮茎は肩の高さを越している
（挿図
（）。ウィリアムス夫人は、これが蓮華
手観音
（
Padm
apāni ）
であることを正確に指摘し、また敦煌の幡画の中に同類
の形象があることにも注目している
）（（
（
。この発見は重要で、それは于闐、敦煌
の両地の蓮華手観音の造形芸術に何らかの関連性があることを暗示するものである。　
以上の事象から、七世紀前後の于闐の観音の造形芸術が、当地のその他の
造形芸術と同様に、ガンダーラ芸術 影響 保有す ことを基調としながらも、一方で中原からの影響を受けていたことを明らかに感受できよう。と同時に、そのとき于闐と敦煌 両地の観音の造形芸術が交流し、互いに影響し合っていたことも感じられよう。　
上述したように、于闐の観音信仰はたしかに雑密の影響を受け続けていた
が、以上の図像資料から、およそ七世紀以前の于闐の観音 造形 一面二臂の顕教の聖観音の姿で表現されていたことが明らかで 。したがって正式な密教の観音に対する信仰が当地で興るのは七世紀以前には遡らず、このことと当地 密 勃興の時期とはおよそ符合してい 八世紀あるい それより少し早い時期、于闐 は金剛乗の性質に属す こ 明らかな『理趣般若経』があったことが先行研究によ 判明している
）（（
（
。これはあるいは于闐密
教の勃興の証拠の一つとみなせよう。注意される は、敦煌の仏典中、漢訳『千手千眼観世音菩薩広大円満無礙大悲心陀羅尼経』 写本の内題
（たとえ
ば制
048 ）
あるいは尾題
（たとえば
S. 231 、P. 3437 ）
に「西天竺伽梵達摩
（磨） （法
師）
沙門於于
闐
訳
）（（
（
」とあることである。この経典の訳者については、諸々の
『経録』にみな「唐西天竺沙門伽梵達摩」とあるが、翻訳地 つい の記述はそれらの『経録』に無い。それゆえ一般には『宋高僧伝』 伽梵達摩伝記述により、この 典は伽梵達摩が唐高宗 永徽・顕慶中
（六五〇～六六〇）
挿図 （　蓮華手観音、于
闐寺院遺跡木板画、Har. 
042、7 世紀前後、ニュー
デリー国立博物館蔵
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一〇
に長安で翻訳したものと考えられている
）（（
（
。一方、敦煌の題記にいう「於于闐
訳」とは典拠があるものだろうか。平井宥慶氏はこれらの敦煌の題記に対して考証を加え、この経典は伽梵達摩が西天竺から中原に来る途中に于闐で翻訳したものだ している
）（（
（
。もし平井の見解が成立し得るならば、遅くとも七
世紀中期前後に、千手千眼観音信仰は于闐において流行し始めた可能性があり
）（（
（
、しかも、中原の密教の千手千眼観音信仰およびその造形芸術は于闐から
直接影響を受けたとみなせよう。もしカラドン 千手千眼観音の壁画の発見との関係で一歩進めて考えるならば 画史の中に唐代の于闐の画家尉遅乙僧が長安において千手千眼観音を描いたという記載が容易に思い起こされる
）（（
（
。
中原の千手千眼観音の図像の粉本は尉遅乙僧が自分 故郷から携えてきたものであろうか。実際、こ ように考える者もある　
しかし、以下に述べる分析から、于闐の千手千眼観音信仰の出現はおよそ
八世紀中頃より早い時期 はおけないことが明らかとなった。乙僧 長安で創作したのは八世紀初めであるから、時間的な 点からは上述の考えを支持できない。于闐と中原との間 、 手千眼観音信仰およびその造形芸術は確かに関連性があるが、それは于闐が中原に影響を及ぼし のでは く、その逆で、中原が于闐に影響を及ぼして たことも 以下の分析に って明 かとなる。　　　　
二、カラドン遺跡出土の千手千眼観音壁画と
　　
　　
その粉本の源流の推察
　
八世紀以降、于闐とチベット、特にチベットの西側の地域とに仏教芸術の
交流があった。ダンダンウィルク
D
. X
II 仏寺遺跡の東壁に描かれたチベッ
ト式の無量寿仏像
）（（
（
は、チベット仏教芸術が于闐地域に存在していたことを実
証するものであるが、総体的に見れば、チベットの方が于闐からの影響をより多く受けている
）（（
（
。カラドンの仏寺から出土したこの千手千眼観音の壁画に
は、チベットの影響が見られないが、とはいえ当地で独創されたものとも思われない
）（（
（
。その粉本はおそらく中原から来たもので、具体的には敦煌から来
た可能性が比較的高い。すなわち、この新発見の観音の絵画と、それより前に当地で発見された観音の図像資料には大きな差異があり、それまでの当地の観音の造形芸術 多方面から を総合的に反映している に対し この千手千眼観音図像は中原の粉本を直接模したもの のである。　
06C
D
K
F: 001
は、残片作品の中では最も大きいものであるが、それでも千
手千眼観音の頭部、胸部および身体 左側 正大手の腕の一部しか残ってない。その残片はほぼ方形を呈し、約五十平方センチメートルである。画面が欠損しているため、この千手千眼観音 坐像か立像かは不明であるが、その基本的 構図形式は確定することが きる。すなわち一面千 、こ も中国内地の千手千眼観音像 中で最も流行した構図形式である 観音 頭部後方に円形の頭光があり
（身光もあると推測される）
、頭光は二重の光暈によ
って構成され、外側は地色を白色とし 外縁 紅褐色の暈染を施し、内側白色の地色に浅緑色 暈染を施す。観音 頭部には華鬘冠を戴き 冠繒が肩に垂れる。面部は豊満で、額に第三の目を縦向きにあらわし、眉や眼は細長く、両目は閉じ気味で下方を俯瞰し、唇と鼻は細く 髭鬚 なく 典型的な女性の面貌となっている。耳朶は肩まで垂れ、蓮華の耳璫をつけ、左肩から一条の柘榴の花飾を垂らす。頸部に 三道をあらわし、頸元に連珠の装飾および宝石と花形の胸飾をつけ 残存している正大 を見ると みな臂釧と腕釧をつけている。胸前で正大手が合掌し そ 他の正大手 掌にみなそれぞれ一眼 あらわし、持物があ ただし、現状では、わずかに二種類
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一一
持物が見てとれるだけである。画面向って右上角の正大手は円形持物を執っており
（円形持物のわずか三分の一ほどが残存）
、円形の中には動物が描かれ
ている。動 の耳は尖って長く、口も尖っており、上半身を直立させ、前足を挙げ、 下半身は蹲踞の姿である。 動物の前には太い柱状の物が っており、その上部は凹形を呈し、動物は両前足の爪で一本の棒状の物を抱えてそこに挿し込んでいるようである。残片 右下角 正大手は円形の容器
（全体の三
分の二残存）
を執っている。その容器は腹部がやや膨れており、上端は少し
窄まっていて、中に什物を盛っている。このほか、観音の左肩 外側 位置に、二本の蓮華があらわされ それらの蓮茎 腹部あたりから伸びてきている。二つの蓮華 うち 一つは未敷蓮華、もう一つ 開花した状態で、蓮弁にはとも 紅褐色 暈染 施されている。開蓮華 蓮肉 上には、化仏が結跏趺坐しており 仏身 後ろには舟形の身光と宝珠形 頭光をあらわし 頭
光の内側に紅褐色の暈染が施されている。化仏は袈裟を通肩に着し、袈裟には浅緑色の暈染が施される。両手を腹前において禅定印を結び、頭部はやや右側
（すなわち主尊の方）
を向く。全体的な画面の色彩は暖色系で潤いと典
雅な雰囲気を醸し出し、 熟練した暈染技法により、 着色の濃淡も風情があり、グラデーションもはっきりとしている。筆触も流暢で、筆線の硬さや柔らかさも情趣に富んでおり、絵画技法上、于闐の絵画の基本的な特徴を充分にあらわしている
（図版
（ 
（a）、挿図
（、図版
（ 
（b）。
　
千手千眼観音菩薩像の儀軌によると、日精、月精、宝鉢、化仏はいずれも
千手千眼観音の正大手が執る、あるいは奉じる宝物であ 伽梵達摩訳『千手千眼観世音菩薩広大円満無礙大悲心陀羅尼経』 は「若為腹中諸病、当於宝鉢 ……若為 闇無光明者、当於日精摩尼手、若為熱毒病求清涼者、当於月精摩尼 生生之衆不離諸仏辺者 当於化仏手。
（もし腹中に諸々の
病のある者のためには、当に宝鉢手に於いてすべし…… し眼に闇しかなく光明が無い者のためには、当に日精摩尼手に於いてすべし、もし熱毒の病にか り清涼を求める 月 ……もし生まれ代わ先々で諸仏の辺りを離れない者のためには、当に化仏手に於いてすべ ）
」
）（（
（
とあ
る。千手千眼観音に関す その他の経典、たとえば 空訳『千手千眼観世音菩薩大悲心陀羅尼』 、 『摂無礙大悲心曼荼羅儀軌』および蘇嚩羅訳『千光眼観自在 秘密法経』などにも類似の表記が見られる。したがっ 日精・月精・化仏・宝鉢は、千手千眼観音図像 中 基本的な要素であり、日精・月精は通常、太陽・月の図案を用いて表現さ る。つまり壁画 あらわれた化仏も経軌中の「化仏手」に対応するものと見ら 、円い容器もま 経軌中の「宝鉢手」に対応するものであろう。画面 中 円形の持物 至っては、月の図案をもって月 をあらわしていることは疑いない。とすると、その中の
挿図 （　ドモコ・カラドン１号仏寺出土千手千眼観音壁画描き起
こし
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動物は玉兎であろう。月精は通常、日精と対称的にあらわれることを考慮するならば、欠損している主尊の右上方の部分には日精が描かれていたはずである
）（（
（
。
　
画面中の動物を玉兎と認めることは、壁画の月の表現形式が中原の伝統を
踏まえたものであることを意味する。実際、于闐本土の芸術作品における太陽と月の表現形式には独自の伝統が り、それが中原のも と完全に異なることは、出土資料によって明らかである。于闐本土 芸術作品に見られる太陽は車輪状に表現され、太陽の光芒が四方に放射していることを示している。一方、円形の中に不規則な数本の筋をあらわ のが月であり、数本 筋は月の中にみられる環形や山形の陰影をおよそ表現 比較的図像が明晰な参考資料として、バラワステやダンダンウィルクから出土した摩醯首羅天の絵画
（挿図
（、
（）
がある。画面には、摩醯首羅天の上二臂がそれぞ
れ太陽と月を戴く。左手に太陽 右手 月で 陽と月の形状は上述 如くである。　
中原の伝統では、周知の通り、太陽と月の図像表現は一般的に中国の古代
神話と関係がある。すなわち太陽の中 は三足烏、月の中 は桂樹、玉兎、
挿図 （　摩醯首羅天、ダンダンウィルク出土、D. VII. 6 号
木板画正面、8 世紀、大英博物館蔵
挿図 （0　敦煌蔵経洞出土千手千眼観音画
像部分、絹本着色、981 年、フランス・ギ
メ東洋美術館蔵、MG. 17659
挿図 （　摩醯首羅天、バラワステ出土、Bal. 0200、7 世紀前後、
ニューデリー国立博物館蔵
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一三
蟾蜍および人
（すなわち呉剛）
などがあらわされる。中原の千手千眼観音あ
るいは十一面観音にあらわれた太陽と月の図像の左右の位置は、固定しておらず、左に月、右に太陽の場合もあれば、その逆の場合もある。表現形式は、太陽の図案にはそれほど変化がなく、通常一羽 三足烏をあらわすが、月の図案には幾種類かの形式がある。一本の樹木のみを円 中心に描いたり
）（（
（
、樹木・兎・蟾蜍の組み合わせで、樹木が中央、左右両側に兎と蟾蜍を分
けて配置する場合もあ
）（（
（
。また、樹木・兎・人の組み合わせもあり、樹木が
中央、兎と人とが樹の左右両側 配置さ ることもある
）（（
（
。しかし、たとえど
のように変化しても、玉兎自身 造形は基本的に同じで 。すなわち、身
体は半立ちの状態で、前に柱状の物が立てられ、二本の前足の爪で棒を掴み、柱状の物に突き刺す。これらが表現するのは、玉兎が薬を突き砕く情景であり は薬臼、棒状の持物は薬杵であろう
（挿図
（0）。いま改め
て
06C
D
K
F: 001
の壁画にあらわされた動物図
（図版
1 
（b）
の特徴を観察して
みると、それは玉兎が薬を突き砕いている情景をあらわすことは疑いなく、これまで言われていた鼠王とは関係がない
（動物の外形的な特徴は鼠と似ては
いるが）
。事実、本来の于
闐
の鼠王の図像表現は鼠首人身の姿であり、上述
の動物の造形とは完全に異なっている
）（（
（
。さらに一歩進めて推測するに、画面
の円形部分 欠損部には おそらく樹木が描かれて たのではなかろうか。
挿図 （（　莫高窟第 113 窟主室東壁南側千手千眼観音経変、盛唐
挿図 （（　莫高窟第 176 窟東壁門上千手千眼観音経変、中唐
422.indb   291 17/08/01   8:52
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
二
　
号
292
一四
　
仮にこの千手千眼観音の壁画と敦煌の同類の壁画作品とを比較してみる
と、両者は高いレベルで類似していることに気付かされる。一面千手
（臂）
は敦煌の千手千眼観音像の主要な構図形式である。一面千手式の千手 眼観音像 において最も早くに出現しており、莫高窟の盛唐期の石窟の中に遺っている
）（（
（
。ただし、早期の壁画は破損や磨耗が激しいため
（挿図
（（、
（（）、
年代が比較的遅い敦煌の絹本画で比較していく。絹本画は年代は下るものの、幸いにも絵画様式 構図形式は早期のものと根本的に変わらない。以下に挙げるのは、ペリオ収集の作品で、敦煌の蔵経洞発見の一面千手式の千手千眼観音 絹本画である
（挿図
（0はそ
の部分図）
。現在フランスのギメ東洋美
術館に所蔵されており
（所蔵番号
M
G
. 17659 ）、九八一年に制作された絵画で
挿図 （（　MG.17659 敦煌蔵経洞出土千手千眼観音画像
挿図 （（　MG. 17659 敦煌蔵経洞出土千手千眼観音画像部分挿図 （（　MG. 17659 敦煌蔵経洞出土千手千眼観
音画像部分
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一五
ある
（挿図
（（、
（（、
（（）。
　
考古報告によると、于
闐
のカラドン仏寺のこの千手千眼観音画像の一部
である他の残片群の整理番号は、
06C
D
K
F1: 002 、
06C
D
K
F1: 004 、
06C
D
K
F1: 
006 、
06C
D
K
F1:007 、
06C
D
K
F1: 009
であり、臂釧をつけた上膊の部分や、腕
釧をつけた手の部分が見られ、掌中に みな眼が描かれている
）（（
（
。これらの残
片はいずれも千 千眼観音の正大手で、
06C
D
K
F: 001 （図版
1 
（a）
と合わせ
ると、この千手千眼観音の正大手が臂釧・腕釧をつけ、持物を執り、掌にはみな竪眼をあらわしていることがわかる。このことから、この千手千眼観音の正大手の表現形式が
M
G
. 17659
と完全に一致していると見られる。図版
1
 
（a）に示されたいくつかの限られた正大手の配置の特徴から、この千手千眼
観音像の構図形式は、
M
17659
と基本的に同様で、正大手は放射状に配置さ
れていると推測される。　
次に、正大手の持物の月精中の玉兎の造形においても、すでに挿図
（0に示
した拡大図で明らかなように、両者は非常に近い。挿図
（（の部分拡大図によ
り、化仏の造形においても両者の類似が見てとれる。ともに蓮華座に結跏趺坐し、禅定印を結び、身体の後方に宝珠形の頭光 舟形の身光をあら し、面部を主尊の方に向ける。また、挿図
（（の部分拡大図を通して、宝鉢の造形
もまた非常に高いレベルで相似していることを見出すことができる 宝鉢はともに腹部がやや膨らみ、口の部分は少し窄まってい 。両者は完全に同一の類型に属すものである。このほか、鉢内の什物とし 描かれている細部完全に一致している。　
最後に、両者の画面にはともに蓮茎があらわされ、蓮華の形も一致してお
り、つぼみを膨らませ今に 咲こうとしている状態 あ 。加えて、画面におけるそれらの位置も完全 一致してお ともに観音の肩 外側に描かれ
ている
（カラドン仏寺の観音の右肩部分は欠失するが、
M
G
. 17659
に基づくなら
ば、その右肩の外側にもおそらく蓮茎付きの蓮華が描かれていると推測される）
。
　
両者において大きく異なる点は、彩色である。暈染技法の活用とその精度
の高さ、および色調の淡く典雅なさまは、カラドン仏寺の観音絵画の基本的な特徴であるが
M
G
. 17659
の観音絵画の主な特徴としては、色彩が濃く、
対比の度合いが強いことである。これは両地における絵画技法の伝統に差異があることを反映して る ともに、于闐の画風がその地で強く根付いていることをあらわして よう。　
仮に絵画技法の伝統を論じないならば、以上の比較を通して、我々は、カ
ラドン千手千眼観音の絵画は中原の図像の伝統 由来するものであると確かに言うことができる。それは、ただ単に中原 図像 何かの要素を吸収したということでは決してなく、中原の図像の粉本をほぼ忠実に複写したる。敦煌絵画 の極めて高い精度で 相似を考慮す ならば、さらに、そ粉本が敦煌地域からもたらされたもの あるとの推測も可能 ろう。　
このようにドモコ・カラドンの千手千眼観音絵画は中原の図像の系統に由
来するものと確定できるが、とすると、 わゆる中原 一面千手式 千手千眼観音の図像が西域からもたらされ という従来説は成り立たなくな 。同時に、カラドン 千手千眼観音の制作年代につ ても改めて検討を加えていく必要がある。　
周知のように、中原に現存している早期の密教遺物と確定できる作例の多
くは武周時期のものである
）（（
（
。中国国内の千手千眼観音像は千手千眼観音に関
する経典の翻訳に従って出現した。智通訳『千眼千臂観慧遠菩薩陀羅尼神呪経』 の序には、 これについてはっきりと述べられている
）（（
（
。その序文によれば、
造像は武周の神功年中
（六九七）
に始められたようである。また上述の、尉
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遅乙僧が慈恩寺の塔に千手千眼観音を描いたという記述は、画史おける千手千眼観音像に関する記載年のうち最も早いものである。実際の造像作例は、画史の記載年より若干早い。内地に現存する千手千眼観音像のうち最も早いのは、現在のところ、一九八六年 河北省新城県で出土した白石 千手千眼観音立像であり、その制作年代は武周期・証聖元年
（六九五）
であ
る
）（（
（
。龍門
石窟東山 万仏溝 二体 千手千眼観音の彫像も、武周期に属する作例で、紀年の無い千手観音像 うち最も早い作例である
）（（
（
。内地の千手千眼観音図像
の制作は武周期に始められ、初めてあらわれた場所はおそらく長安と洛陽の両京地域であり、特 洛陽に出現した後、次第に外地に向けて伝播して ったと見られる。各地でその造 が興 始 たのは、盛唐期であろ 。四川・重慶の川渝地域は内地 千手 眼 が集中的に遺っている地域 一つであるが、その中で最も早い造像はおよそ盛唐期 も で 中晩 および五代において盛行し、その粉本は両京地域からもたらされ
）（（
（
。また敦煌地域は、
中国内地の千手千眼観音像が集中しているもう一つの地域である 最も早い作例はやはり盛唐期 もの 、中晩唐から五代宋初 盛行する
）（（
（
。
　
中原の千手千眼観音像は盛唐期に地域を拡大させて流行したが、特にカラ
ドンの千手千眼観音の絵画と密接な関係にある敦煌 区 千手千眼観音像もまた盛唐期になって出現し始めている。とするなら、于闐の当該の 手観音の絵画が制作された年代 八世紀より早くには決してなりえない。敦煌の粉本が于闐に伝播する際の自然な時間の差を考慮 とき その年 を八世紀 中期前後に置く が妥当であると考えられよう。　「報告」では、この千手千眼観音壁画の重修や重ね描きの痕跡の有無についての言及がないため、この壁画は壁面に初めて描かれたも 認識される。このことは、この千手千眼観音 制作年代と、カラドン一号仏寺 創建
年代とが一致していることを意味する。すなわち、この寺院の創建年代もまた八世紀中期前後であるべきで、 「報告」が判定した七世紀ではない。　
地理的には、敦煌は于闐が中原の仏教図像の粉本を得るのに最も都合のよ
い場所にある。于闐と敦煌との交流が全盛であった時期は確かに晩唐五代宋初ではあるが、 ドモコの千手千眼観音壁画の発見によって、 盛唐期にすでに、于闐と敦煌に仏教芸術の密接な交流の った は明らかである。交流の実現には、もとより地理的な利便性 関係 ようが 筆者は、さらに特別な歴史的な背景が関係してい と見ている。すなわち、盛唐期の唐帝国が伝統文化・宗教・芸術などの面で 西域に向けて全面的に推進していったことと関係があると考えるの ある。　　　　
三、歴史背景の考察
　
唐朝の勢力が西域に向かって全面的に推進されるに随って、特に長寿元年
（六九二）
に唐が吐蕃を破って四鎮を取り戻し、三万の漢軍を四鎮の鎮守と
して派遣して以来、唐帝国の伝統文化・宗教・芸術等の影響が西域に対して全面的に及び始めた。その影響は盛唐期に頂点に達し、中原文化の 漸は漢唐以来未曾有のレベルに押し上げられ、回鶻の勢力が全面的 西域に侵入した後も、その影響はなお継続していた。こうした歴史の動向は 伝わっていた 密および唐密芸術を于
闐
が吸収したことについての充分な政治
的・宗教的な証左となる。　
伝統文化の面での影響は、漢籍が西域に広く伝播したことに主にあらわれ
ており、これにつ て学界にはすでに充分な研究蓄積がある
）（（
（
。宗教の面での
影響は、漢式仏寺の系統が西域 確立したこと
）（（
（
、そして漢族の僧侶が四鎮の
仏教事務を担う僧官「四鎮都統」の設立
）（（
（
、および中国本土の宗教である道教
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が西域に伝播するなどの側面
）（（
（
に主にあらわれている。芸術の面での影響は、
唐代の仏教芸術が西域 いし中央アジアに伝播したことに主にあらわれている。その典型的な例としては、敦煌芸術と比較的密接な関係のあるクチャに漢風の石窟が出現していることが挙げられる
）（（
（
。回鶻が西域において唐文化を
代表的な中原文化として継承したことについては、研究者によってすでに王延徳の『使高昌記』 記載を根拠に論述されて るが
）（（
（
、筆者は、唐代の典籍
および唐 の仏教と仏教芸術の継承に主にあらわれてい 見る。　
漢式仏寺の系統の西域における確立は、特に、漢族の僧侶が担当した「四
鎮都統」の設立によって、唐代仏教 に与える影響力がさらに強化されたことは確実である。唐代仏教が西域 深く入っていったこ を示す主要な指標は、唐代諸宗と、中国内地で流行 た菩薩信仰の思潮の流伝である。研究者たちによって、西域出土文献とそれに関する図像資料が整理され、唐代の浄土宗や禅宗などの が西域に流伝した状況がすで 基本的に明らかにされている
）（（
（
。実際、唐代の華厳宗が西域に流伝し存在していた形
跡がある
）（（
（
。ただ唐代の密宗が西域に流伝したか否かについては、これまで明
晰な認識を欠いていた。ある研究者はすでにクチャのクムトラ石窟中にあらわれる密教の内容に注意していたが、その性質 対してはなお疑問が残る
）（（
（
。
ならば、このたびドモコの千手千眼観音の絵画の発見は、唐代の密宗が西域に伝わったことを示す直接的な根拠の一つになると見られよう。　
諸宗の西域への推進と同時に、唐代の菩薩類の信仰もまた西域へ流伝し始
めた。我々は、唐代の菩薩信仰のうち最も流行し のは観音信仰と地蔵信仰であることを知っている。残存する作例から、こ 二 信仰がとも 西域の地に伝わっていたことは明らかであ 。地蔵信仰の西域へ 流伝については、主に関連する図像作例を通して判断される。八世紀に開鑿された阿艾石窟第一窟には、地蔵と六道輪廻の残欠壁画が残されて る
）（（
（
。クムトラ第七五
窟は、九世紀 回鶻の骨禄氏一族の出資によって開鑿された漢風 石窟であり、この石窟の正壁 は が描か ている。地蔵は 式 袈裟を着て 体軀を大きくあらわす
）（（
（
。地蔵と六道の組み合わせは初唐から中唐に
かけての時期の地蔵像によく見られ 構 形式であり
）（（
（
、したがって西域のこ
の図像は中原から来たものであることは疑いな 。注意されるのは、ドイツのトルファン探検隊がかつて高昌故城で取得し 一尊の人物形の小型木彫像である。総高はわずか一一・二センチメートルで、高浮彫であらわさ 、剃髪とし、頭部後方に 宝珠形の頭光 あらわし、面部は豊満で、襟元を交差させて袈裟を着す。青年沙門形で 舟形の龕内に半跏趺坐 、左手は胸前で宝珠を執る。木龕にもともとあった蓋はすでに失われているが 龕蓋 固定する金属の蝶番はまだ残っている
（挿図
（（）。従来、この彫像は僧侶あるい
は羅漢と認識 れ こともあ たが
）（（
（
、それは誤りで、この彫像は地蔵菩薩に
違いない。青年沙門の形姿、半跏踏み下げの坐勢、手に宝珠を執る点 沙門形の地蔵に見られる基本的な造形 特徴である。また もしそ 豊かで円
挿図 （（　木彫地蔵菩薩像、ドイツ・トルファン
探検隊収集、高昌故城出土、MIK Ⅲ 4722、8 世
紀
422.indb   295 17/08/01   8:52
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
二
　
号
296
一八
い面貌表現を考慮するならば、これが盛唐期の地蔵菩薩の典型的な様式をあらわすものとみなすことができよう。よって筆者はその年代を八世紀と考えるものであるが、一般的にその年代は九世紀とされている。クムトラ石窟中の地蔵六道輪廻図 ある石窟の位置と、地蔵菩薩像の大きさからすると、窟を開鑿した者にとって地蔵の地位は十分突出したものであるが、この種小型で蓋付きの木龕はおそらく身につけて携帯する物であ たろう。上述状況を総合すると、八、九世紀 西州・クチャ等の地域における地蔵信仰の流行のレベルを窺うことができよう。 地域 盛唐期に勃興した地蔵信仰とその造形芸術はその後、 高昌の回鶻によって継承された
）（（
（
。 言うまでもなく、
クチャ地域も同様に、クチャの回鶻に継承されたのであった。　
地蔵信仰に比べて、唐代の観音信仰の西域への伝播はさらに広範囲なもの
で、その影響は一層大きいものだった。唐代 観音信仰には顕・密の区別がある。したがって西域に流入した唐代観音信仰 また顕・密の別が顕教の観音信仰 基本的な所依経典は『法華経』 「観世音菩薩普門品」で、図像は聖観音の姿であらわされる。密教の観音信仰 主要な所依経典 、『十一面観世音神呪経』および智通や伽梵達摩など 翻訳 千手千眼観音の密教経典があり、図像は十一面観音、千手千眼観音等 密教観音 姿であらわされる。唐朝勢力 西域への推進に随い、観音信仰もすぐにそれに追従した。すなわち、 由来 はまず 州地域で流行し始め である。　
高昌郡は早くに存在し、 北涼の居士、 安陽侯沮渠京声はかつてこの地で『観
世音』 『弥勒』の二『観経』各 巻を求め得たとい
い
）（（
（
、また高昌国時期の仏
教も途切れることなく比較的興隆していたが トルファン文書 当 の石窟寺の遺跡は、当地の西州前史におけ 観音信仰の痕跡は明らかではな 。西
州建立の後、当地の観音信仰の発達が迅速であったことを、さまざまな事象が証明している。なかでも、大谷文書がまず我々に手がかり 提供してくれる。　
大谷四一八七号は唐写本の仏教文献の残片であり、わずか一行しかなく、
経典の題名は『観世音菩薩経』である
）（（
（
。この経典は、当地に出土した唐以前
の写本の仏教文献の中には見られず、そ 内容を知ることはできないが、中国内地の観音信仰の盛り上がりや、 『観世音菩薩普門品経』 『法華経』から抽出されて『観世音菩薩経』あるいは 題されることを考慮するならば、 『普門品 が『観世音菩薩経』の題名で西州に流行していた可能性が疑われる
）（（
（
。また、大谷四九七〇号の唐写本の第九、十行に
は「観世音菩薩」 「唯有観世」等の字句 あり、こ 文書も一種 観世音菩薩を対象とした仏教文献であることがわかる
）（（
（
。このほか、西州時期の文書の
中に観音菩薩を寺名に冠した寺院、すなわち「観音寺」もあらわ ているが
）（（
（
、この寺名は高昌国時期の文書には見られない。以上の資料によって、唐
の西州時期 、観音信仰が当地で迅速に発展していたという確証 さ に強まる。　
唐代の観音信仰と地蔵信仰は組み合わさるという傾向がある これは造像
の面でもしばしば観音と地蔵の一対造像としてあらわ い
）（（
（
。注意される
のは、 この傾向が西州にも反映されていることである。大谷二九一七号の 仏像経典修造文』 は西州時期の文書で、 某人の造像や写経の功徳 記録であ第一行には「観世音菩薩一、地蔵菩薩一
）（（
（
」と記されており、観音菩薩と地蔵
菩薩とが同時に造られたことを暗示していよう。これは西州で唐代 観音・地蔵信仰の伝統が完全に踏襲されていたことをあらわすも である。　
西州では、顕教の観音信仰が流行しただけでなく、密教の観音信仰もまた
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流行したことが、諸々の事象によって明らかである。大谷四四四二号もまた唐の写本の仏教文献の小残片であり、わずかに数文字を残すのみで、今となってはその文献の比定は難しいが、第三行には「千眼千臂」の四文字が残っており
（（
（
、このことから、この仏教文献は千手千眼観音と関係のあるもの
と分かる。さらに重要な は、 旅順博物館蔵のトルファン出土の仏典
（
LN
20-
1454-22-02 （
が唐写本の伽梵達摩訳『千手千眼観世音菩薩広大円満無礙大悲心
陀羅尼経
（（
（
』であることである。 するならば、西州時期の当地には千手千眼
観音信仰が存在していたことは疑い い。ただこの時期のもので関連の図像資料はまだ発見されていない。これだけでなく 西州には密教の十一面観音信仰が流行していた。このことは造像資料がすでに実証している。ドイツのトルファン探検隊が吐谷渾で十一面観音木彫像一体を取得しており、そ 像の様式から、唐代に属するもので間違いない
（挿図
17（。このことから、密
教観音信仰が西州で大いに流行していたと見られる。　
密教観音信仰の西州での勃興は、唐代密教の西州への流伝が密接に関わっ
ており、トルファン文書の中に唐代密教が西州に伝播し 痕跡が残ってる。大谷四四四四号の唐写本 仏教文献の残片は、わずか十文字余りの文献であり、これを整理した者は「仏書断片
（（
（
」としている。しかし筆者は、これ
を唐の垂拱年間
（六八五～六八八
（
に仏陀波利が訳した『仏頂尊勝陀羅尼経』
であると比定する。この写本は当地では決して孤例ではなく、近年、交河故城の仏寺遺跡でも唐写本の『仏頂尊勝陀羅尼経』が発見されている
（（
（
。唐代密
教の西州への流伝はすこぶる迅速なものであったと見られる。　
西州時期に勃興した唐代観音信仰およびその造形芸術は、後に高昌の回鶻
によって継承された
（（
（
。
　
高昌地域は唐朝において最も早い西域統制の拠点であったことから、西州
の状況は唐代観音信仰の西域流伝の第一段階であったと見ることができよう。唐朝勢力が西域の中心部に向かって推し進められていくに随い、特に長寿元年に が西域を再び掌握した局面以後、唐代の観音信仰がクチャや于闐などの四鎮地域へ伝播し始めたことは、諸々の事跡に明 かである。　
クチャ地域の状況は、現在のところ、観音菩薩に関わる造像作例と造像題
記を通してのみ理解される。阿艾石窟第一窟 左壁に描かれた一体の観音菩薩立像は、 面部や脚部がすでに剝落しているも の、 その身体の姿態、 手勢、瓔珞、条帛等の表現に、典型的な唐代の聖観音 雰囲気を感じとることがで
挿図 17　木彫十一面観音像、ドイツ・
トルファン探検隊収集、トユク出土、
MIKⅢ 7204、9世紀
挿図 18　阿艾石窟第１窟左壁観音菩薩画像、
8世紀
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（挿図
（（）。クムトラの漢風石窟の第四二窟、第四五窟の内部に描かれ
た数体の観音菩薩像は、いずれも榜題を有している。たとえば、第四二窟南甬道の外側壁には「南無大慈大悲救苦観世音菩薩」 、第四五窟東甬道の外側壁には「南無観世音菩薩」の題記がある
）（（
（
。これはまさに唐の人の観音菩薩に
対する慣習的な呼称である。ドイツのトルファン探検隊がクチャのクム・アリク
（庫姆阿里克、
K
um
 Arik ）
仏寺遺跡の大ストゥーパ内から、いくつかの唐
代の写経と、美麗でし やかな 木彫像一体が発掘された
）（（
（
。当該像
は頭と手をすでに欠損するが、そ 様式から、盛唐期に属する作品と見られる
（挿図
（（）。注意されるのは、ドイツの探検隊がこのストゥーパから一体
の大型の千手千眼観音塑像の残欠をも発見していることである
）（（
（
。こうした唐
代の写経と木彫観音像から、こ ストゥーパが唐代の遺跡に属す ものであると分かるが、とするならこの千手千眼観音像もまた唐代に属する作品であることは疑いあるまい。　
もし、前述のクムトラ第七窟の千手千眼観音像の性格にまだ疑念があると
しても、クム・アリク ストゥーパ がクチャ地域に漢式の千手千眼観音像が存在したことを実証している。唐代の聖観音信仰と密教観音信仰はともにクチャ地域で流行していたと見られよう。　
クチャは四鎮の一つであることに加え、途切れることなく唐の安西都護府
が置かれた地であり、ゆえに、西域の中でも唐朝の軍や民が最も集中していた地域であっ が、同時に、クチャはまた「四鎮都僧統」の駐在地でもあった。西域全域 ら言っても、クチャ は唐文化が伝播しており、特に唐代の仏教と仏教芸術の伝播において 特殊な地位を確立していた。それゆえ、西域の唐代観音信仰の「再創造」もまず 域にあらわれ、于闐等の他の地域に影響を及ぼしていったのである。　
唐写本の『観世音菩薩勧攘災経』は、西域の唐代観音信仰の「再創造」を
あらわしている。この経典はコータン地区で発見され 近年 中国国家図書館に収蔵された
（所蔵番号
BH
1-11 ）。経典の冒頭から末尾まで完全で、全部
で十六行である。内題 「観世音菩薩勧攘災経一巻 と る。経文の大意は以下の通りで る。
︱︱
観世音菩薩は閻浮提内の太山がまさに崩れ、災難が
押し寄せ、多くの人畜が死去す ことに気付いた。観世音菩薩は衆生がこの苦を受けるのが忍びなく、そこで民衆に を伝抄し読呪するこ を勧め諭した。牓にこ 経を貼り、努力 修善したならば、こ 難を免れることができよう さもなくば滅門 災厄 あろう
︱︱
。興味深いのは、経中の主
人公 観音菩薩で、経文 内容がみな観音菩薩の第一人称の口述からなっていることである。また「吾
（観世音菩薩）
無量劫在此教化衆生、各努力依吾
修福攘災、即免此難 吾亦擁護汝、汝等当存心念誦、吾観世音菩薩随其声便即救護。
（吾〈観世音菩薩〉は無量劫、ここで衆生を教化しており、それぞれ努
力して吾に依って修福攘災し、この難を免れている。我はまた汝を擁護し、汝等も心から念誦し、吾観世音菩薩はその声に随って即ち救護する
）（（
（
）」との経説を許
していることである　
すなわち、この経典は典型的な仏教の懺記類の疑偽経に属するもので、中
古時期に中原に流行 た同類の疑偽経 深い繫がりがある。異なるの こ
挿図 （（　木彫観音像（残片）、
ドイツ・トルファン探検隊収
集、クム・アリク仏寺遺跡出土、
MIK Ⅲ （（（（、（ 世紀
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の経典は、観音菩薩の攘災免難という役割が突出していることで、つまりこの経典の根本的な要素としてあらわれているのは観音信仰なのである。経説の中に「安西」 「伊西庭」 「柘厥」等の西域の地名が挙げられており、研究者はこ 経が安西
（クチャ）
一帯で造られ、さらにタリム盆地の南縁の于
闐
地
域に流伝したものとし、この経が造られた年代は唐・天宝元年
（七四二）
か
ら宝応二年
（七六三）
の間であるとする。またこの経典の内容、構成および
性質といった諸方面において、敦煌 疑偽経 近似すると 指摘もある
）（（
（
。
　
これらの先行研究を踏まえ、筆者は、この経典の表現形式が敦煌の疑偽経
『新菩薩経』 『勧善経』と最 近いことに注目する。 かし、 『新菩薩経』の写本の最も早い紀年は武周・長安四年
（七〇四）
で、 『勧善経』が初めて
造られたのは貞元十九年
（八〇三）
よりも遡らない
）（（
（
。そこで先行研究では、 『勧
善経』は『新菩薩経』が発展してできたものであろう する
）（（
（
。すなわち『観
世音菩薩勧攘災経』 、 『勧善経』と非常に似ては るものの それとは直接的な交渉はなく、 おそらく『新菩薩経』の影響を主に受けたも であろう。ただし両者の趣旨は明らかに異なる。 『新菩薩経』は主 当時 人びと 各種の疾病に対する恐怖を反映したものであ
る
）（（
（
が、 『観世音菩薩勧攘災経』は
西域の観音信仰の情況、つまり西域 民衆が観音 の除災祈福と苦難救済にすがる心理を反映している。この経典は敦煌の疑偽 の表述形式に依っていると見られるが、その核心 内容 自 の実際的な需要に拠 て造り上げられたものであ 。この実際 需要と 、観音信仰 宣揚と、西 観音信仰の影響力の拡大である。　
すなわち、 『観世音菩薩勧攘災経』は西域の民衆が内地の観音信仰を宣揚
するために「再創造」したもの り、当時の西域における唐代 観音信仰の影響を十分 窺うことができる。 と同時に、 こ 経典の出土地と創作地は、
四鎮の観音信仰との関係が密接であり、クチャをその主導的な地位に位置付けられることを明らかにあらわしている。　
また、この『攘災経』がコータンで発見されたことは、西域のその他の地
域と同様に、八世紀以後、于闐地域でも中原の聖観音信仰が流行したことをあらわしており これは当地で発見された関連造像の存在によっても実証される。于闐の観音像の作例 中に金銅の観音像 あるが、体は小さく、総高十センチメートルほどしかなく、おそらく携帯式の仏像であり、その機能は護身符と同じで、しかも類似 仏像 一定の数量ある
）（（
（
。その様式は唐代の聖
観音の様式 見られる。その観音は一方 手 浄瓶を提げ、 う一方 手に未敷蓮華を執り、腰をひねり
S字形の姿態をあらわす。これが典型的な唐代
の観音の造形で、年代は八世紀以降に相当する。観音像を護身符とすることと、前述の観音を主題とする写巻を護身符とする ととは、見た目は異なも意味するところはまさに同じで、相互に呼応しており、両者はともに于闐の観音の護持 効能をあらわしてい 。　
これまで述べてきたことをまとめると、八世紀中期前後の于闐地域におい
て典型的な中原 系統 千手千眼観音像があらわ たこ が、完全に理解される。それは、当然ながら孤立した存在 はあり得ず、その出現は八世紀以降に漢訳の仏教典籍が于闐に流通したという史実や 上述の ら出土した中原様式の聖観音像 作例とも当に呼応するも で る。中原の漢訳仏典が于闐に流通したという史実については、すでに段晴氏 よって 于闐語『金光明経』が義浄 漢訳本『金光明経』とともに収録されてい 事象を例とし、深い分析が行わ ている
）（（
（
。
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結論
　
于闐は西域地域の観音信仰およびその造形芸術が比較的早くに出現した地
域である。それは五世紀後半期を下らず、また経典の漢訳を通じて、早くから中原の観音信仰に対して一定の影響を与えてき 可能性がある。しかし、七世紀前後までは、于闐の観音信仰およびその造形芸術には独自の伝統があった。信仰の方面 が雑密の影響を受けた痕跡を充分に感じとることができる。陀羅尼の念誦を通じ、懺悔滅罪、祈願を行う は于闐の観音信仰の伝統 一つ ある。と同時に、観音の護持 特性が非常に突出したものであ も存分に感じとることができる。観音菩薩は于闐の婦女・児童、特に児童を保護する重要な神祇の一つであるとともに、于闐の重要な護国の神祇 一つでもあった。すなわち 観音菩薩は古代 于闐 重要な保護神であったのである。芸術表現 面 は、于闐 早期の観音 造形芸術はインド、ガンダーラ、ペルシャ、および中国中原地域から複合的な影響を受けた。中原の影響を受けたことが顕著な 象は、于闐の 造形が女性的なものに変化したことである。と同時に 敦煌芸術とに何がし 関連性を感じさせる。八世紀以降、西域におけ 唐朝勢力の堅固さおよび更なる強化に随って、唐代の仏教と仏教芸術は西域全土に影響を及ぼし始めた 四鎮区域はそれが最も明瞭で、その重要な現象は唐代の数種 仏教宗派 主要な菩薩信仰の伝播である。唐代の観音信仰およびそ 造形芸術は直ちに西域の地への影響を開始した。それま 全般的には未形成 った西域の観音信仰 様相は一変し、こ を契機として 由来の唐代 観音信仰およびその造形芸術が主導的な地位 占めたのである。唐代の観音信仰は主に顕教の聖観音 と密教 観音信仰の二つの類型に分かれており この二類型
観音信仰がともに西域の地に流伝したのである。こうした歴史の大勢のもと、八世紀以降、唐代の顕・密の二類型の観音信仰は于闐にも及び、こ 地域の観音信仰およびその造形芸術の様相にも同様に大きな変革が起こった。信仰の内容でいえば、護持 特性が保持され続けるということのほかに、 『観世音菩薩勧攘災経』の発見など 状況から見て、唐代 に伝統的な除災祈福や苦難救済など 要素 増加した。造形芸術の面は漢様式が主流であり、そのことは、于闐地域で流行した携帯式の唐代 式 金銅 像およびカラドン一号仏寺から発見された千手千眼観音像によっ 証明される。こうした携帯式の金銅観音像は盛唐期の聖観音造形 コピーである。そしてこの千手千眼観音壁画について 絵画技法を除けば その図像形式は中原の唐朝 図像の系統に由来するものであることは確実であろう。こ 壁画 図像の更なる比較分析を通して、我々は、こ 粉本が敦煌から来た可能性を認識する。す わち、この密教観音図像 唐代 密宗が西域に流伝し 証拠一つとみなせるのである。この千手千眼観 像が中原の図像 系統に由来するものであると確定す とともに、壁画が塗り重ねられたものではないという状況を考え合わせるとき、我々は、当該仏寺の創建年 が八世紀より前には遡らないことを認めてよかろう。　
すなわち、本文の個別の考察を通して、于闐と中原内地や、于闐と敦煌の
間の仏教と仏教芸術の交流に対す 理解は豊富なも となった。于闐と内地の交流について言えば、これまで学界が比較的多く 関心を注いできたのは、于闐 大乗仏教、大乗経典の中原へ 輸入 および于闐画派 中原内地へ 影響などであったが 本研究によって、七世紀前後に すで 、内地の仏教造形芸術が于闐に対して大きな影響 与え いたということが明らかとなった。また、于闐と敦煌との間の交流についても 従来、晩唐五代宋初
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において両者の相互交流が比較的親密に行われたとの認識であったが、本研究によって、七世紀前後にはすでに、于闐と敦煌の両地 仏教造形芸術に一定の内面的な関連性があり、盛唐期に入り、敦煌芸術が于闐に対してすでに深い影響を及ぼし いたことが明らかとなったのである。当然ながら、七世紀中期から、特 八世紀以降、敦煌芸術が べての西域の地に対してそれぞれ異なる程度の影響を与え おり この状況 、敦煌がもとより中原芸術西漸の橋頭保であったというその特殊な地理的位置と関係があるこ を、我々は否定し い。
註（
（）　「達瑪溝」 （
D
am
ago 、
D
om
oko ）の語はサンスクリット製の于
闐
語
“Tarm
a” （仏法）
に由来する可能性があるとの見方もある。この語はインド古代サンスクリット“D
harm
a”
を源とし、
“go”
はすなわち一つの地名をあらわした接辞語の可能性があ
る。とすれば、 「達瑪溝」の名は確かに「仏法集合の地」の意味があったと思われる。中国社会科学院考古研究所新疆隊「新疆和田地区策勒県達瑪溝佛寺遺址考古報告」 （以下「報告」と略称、 『考古学報』二〇〇七年第四期、 五二〇～五二一頁）参照。この報告は後に図版や注釈を増補し、 「新疆和田地区策勒県達瑪溝佛寺遺址的発掘与研究」と題し、新疆文物考古研究所・日本仏教大学編『丹丹烏里克遺址
 ︱︱
 中
日共同考察研究報告』 （二九三～三三三頁 北京、文物出版社、二〇〇九年）に収録されている。
（
（）　
巫新華「新疆和田達瑪溝佛寺考古新発現与研究」 （ 『文物』二〇〇九年第八期、五
五頁） 。この論文の内容は「報告」とほぼ同様である。
（
（）　「報告」五一〇～五一六頁参照。説明が必要なのは、ドモコのトプルクトン二号仏寺から出土した二件の千眼坐仏の木板画である（整理番号
06C
D
F2: 0027 、
06C
D
F2: 0028 、図は前掲註
（『丹丹烏里克遺址
 ︱︱
 中日共同考察研究報告』カラ
ー図版七八を参照） 。坐仏は木板の頂部に位置しており、 「千眼」 仏身から伸び出して木板全体に及んでいる 明らかに図像は「千眼」を主な表現としており、こ種の造形は中原地域には 現 てお ず、極めて特殊である。確かに 千眼」の表現形式とカラドンの千手千眼観音には類似す 点はあるが、二者は決して同じ造形
系統ではなく、ドモコの千眼坐仏の木板画は多くのバラモン
 ︱︱
 インド教思想の
影響を受けており、 これはインド宗教文化が混合した一種の表現である（厳耀中「試釈新疆達瑪美緒遺址出土千眼坐佛木板画」 『文物』二〇一四年第二期、七一～七六頁参照） 。したがって、本文においてこれらを討論の範囲に入れないこととする。
（
（）　
中国社会科学院考古研究所等『策勒達瑪溝
 ︱︱
 佛法匯聚之地』五一頁（香港、
大成図書有限公司、二〇一二年） 、李維琨「絲路梵相
 ︱︱
 達瑪溝出土的于
闐
古寺壁
画」 （上海博物館編『絲路梵相
 ︱︱
 新疆和田達瑪溝佛教遺址出土壁画芸術』四八頁、
上海書画出版社、二〇一四年） 。
（
（）　
李翎「試論新疆地区的密教信仰
 ︱︱
 以千手観音図像為例」 （ 『新疆師範大学学報』
第三一巻第一期、九八～一〇四頁、二〇一〇年）参照。
（
（）　（梁）釈僧祐著、 蘇晋仁・蕭錬子点校『出三蔵記集』六三～六四頁（北京、 中華書局、一九九五年） 。
（
（）　（梁）釈慧皎著、 湯用彤校注『高僧伝』巻一三「斉上上林寺釈法献伝」四八八頁（北京、中華書局、一九九二年） 。
（
（）　（隋）費長房『歴代三宝紀』巻一一「観世音懺悔除罪呪経一巻、妙法蓮華経提婆達多品第十二。右二経合二巻。……〔斉〕永明年……〔法〕献於揚州瓦官寺訳出。経訳流行、相伝至今。 」 （ 『大正新脩 蔵経』 〈以下 大正蔵』と略称〉巻四九、九五頁ｃ） 。法献が翻訳した于
闐経
典『観世音懺悔除罪呪経』は隋の時まで存在してい
たと見られる。
（
（）　『大正蔵』巻二一、六三八頁ｃ。
（
（0）　
J. W
illiam
s, “Th
e Iconography of K
hotanese Painting,” East and W
est, vol. 1/2, 1973, p. 131.
（
（（）　
広中智之『漢唐于
闐
仏教研究』八〇頁、一四三頁（烏魯木斉、新疆人民出版社、
二〇一三年）参照。
（
（（）　
翻刻文は段晴「于
闐
語『対治十五鬼護身符』 」 （ 『敦煌吐 番研究』第一一巻、一
〇二～一〇五頁、上海古籍出版社、二〇〇九年）に拠る。
（
（（）　
前掲註
（（段晴論文一〇六、一〇八頁。段晴氏によると、この写巻の形状は比較的
特殊で、確かにその長さは一七〇センチメートル余りに達するが、幅は七センチメートル足らずである。そのほか、紙質も非常に厚く、コータンで発見されている大多数の古代紙と比べて明らかに区別されるという 筆者は これは護身符とし 携帯するのに便利 あるとの考えに基づくものか、と推測する。幅が狭いことについては、写巻を巻き閉じた際に、 体積がさらに小さく 詰まって緊密とな ためで、紙質が厚い は摩損に堪え得 ためで これによって長い間それを携帯した際に破損してしまう を防ぐこ ができる。
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（
（（）　『大正蔵』巻九、五七頁ａ。
（
（（） 　
H
. W
. Bailey, “A
 M
etrical Sum
m
ary of the Saddharm
apun. d.  arīka-sūtrain G
ostana-deśa,” 
Bulletin of Tibetology, II. 2, 1965, pp. 5-7 、 広中智之『漢唐于闐仏教研究』七六～九〇頁。
（
（（）　
中原地域における観音の子授け・子護りの効能の発揮は最終的に子授け観音への
信仰とその特殊な観音の造形芸術に進化した。加えてこの信仰はそれ自身の進化の論理がある。拙稿「白衣観音与送子観音
 ︱︱
 観音信仰本土化演進的個案観察」 （ 『唐
研究』第一八巻、二六〇～二七二頁、北京大学出版社、二〇一二年）参照。
（
（（）　
段晴「明呪護身符」 （前掲註
（『丹丹烏里克遺址
 ︱︱
 中日共同考察研究報告』二
六八～二六九頁）参照
（
（（）　
この図像の初歩的な解読については、
J. W
illiam
s, “Th
e Iconography of K
hotanese 
Painting,” pp. 138-139
を参照。その年代は、美術史家によって六世紀中葉と考えら
れている。
M
. Bussagli, La penture de l’Asie C
entrale, G
enève, 1963, p. 54
参照。当該文献
は張広達・栄新江「関于和田出土于闐文献的年代及其相関問題」 （ 『東洋学報』第六九巻第一・二号、一九八八年、後に張広達・栄新江『于闐史叢考』 〈増訂本〉 〈五三頁、中国人民大学出版社、二〇〇八年〉に収録）より引用。
（
（（）　
C
. Baum
er, “D
andan O
ilik Revisited: N
ew
 Findings a C
entury Later,” O
riental Art, X
LV. 2, 
1999, pp. 12-14.
（
（0）　
前掲註
（『丹丹烏里克遺址
 ︱︱
 中日共同考察研究報告』一三五頁およびカラー
図版三六：１参照。
（
（（）　
西晋失訳『仏説鬼子母経』 （ 『大正蔵』巻二一、二九〇頁ｃ） 。
（
（（）　
前掲註
（（拙稿二六一～二六二頁参照。
（
（（）　
栄新江「于
闐
仏寺壁画的新探索」 （前掲註
（『丹丹烏里克遺址
 ︱︱
 中日共同考察
研究報告』二〇五頁）
（
（（）　
最近、バウマーは三神構成の像の中央の子供を抱いている者が仏教の子授けの神
である訶梨帝母の形式であらわれたソグドの豊産の神である娜娜（ナナ）であると主張している。李翎「新疆的訶梨帝信仰
 ︱︱
 以〈南海寄帰内法伝〉和丹丹烏里克
相関絵画的釈読為中心」 （ 『新疆師範大学学報』第三六巻第三期、九六頁、二〇一五年）に当該説が紹介されている。この観点はおそらく成立し難い。なぜなら、訶梨帝母とナナ女神は図像の方面において何ら似るところがないからである。 常識的にたとえバラモンがヒンドゥー教の神々がゾロアスター教に吸収されたもの、あるいは仏教に吸収されたものであ とはいえ、二者は図像上、高度に一致 て る。もしゾロアスター経が確かに仏教の神々を吸収した状況があるとしても、やはりこの原則に従って考 るべきである。
（
（（）　
図版はウィットフィールド編『西域美術：大英博物館スタイン・コレクション』
巻二「敦煌絵画」Ⅱ（東京、講談社、一九八二年）図版七五を参照。関連する研究として、
M
. M
aggi, “A C
hinese-K
hotaneseexcept rom
 the M
ahāsāhasrapram
ardanī,” La Persia 
e l’Asia centrale: da Alessandro al X Secolo, Rom
e: Accadem
ia N
aionale dei Lincei, 1996, pp. 123-
137 、陳明「護諸童子
 ︱︱
 西域的
Bāla-graha
図像及其童子方」 （同『殊方異薬
 ︱︱
 出
土文書与西域医学』九一～一〇六頁、北京大学出版社、二〇〇五年）がある。
（
（（）　
張広達・栄新江「敦煌〝瑞像記〟 、瑞像図及其所反映的于
闐
」 （ 『敦煌吐魯番文献
研究論集』第三輯、 北京大学出版社、 一九八六年。後に 前掲註
（（張広達・栄新江『于
闐
史叢考』 〈増訂本〉一六六～二二三頁に収録） 、栄新江・朱麗雙「図文互証
 ︱︱
 
于
闐
八大守護神新探」 （樊錦詩・栄新江・林世田主編『敦煌文献・考古・芸術総合
研究
 ︱︱
 紀念向達先生誕辰
110周年国際学術研討会論文集』一九〇～二一八頁、 北京、
中華書局、二〇一一年）参照。
（
（（）　
朱麗雙「 『于
闐
国授記』訳注（上） 」 （ 『中国蔵学』二〇一二年
S（文献・記録増刊、
二三八～二三九頁） 。
（
（（）　
H
. W
. Bailey, “H
vatanica IV,” BSO
AS, vol. 10, no. 4, 1942, pp. 889-893.
（
（（）　
前掲註
（0J. W
illiam
s 論文、
pp. 130-131, Figs. 28-34.
（
（0）　
前掲註
（（張広達・栄新江論文五二～五八頁。
（
（（）　
スタイン著、中国社会科学院考古研究所訳『西域考古図記』 （原題
Serindia ）第三
巻、七二一頁、桂林、広西師範大学出版社、 九九八年
（
（（） 　
観音菩薩の性質変化の研究については、
C
hün-fang Yü, Kuan-yin: Th
e C
hinese 
Transform
ation of Avalokiteśvara, N
ew
 York: C
olum
bia U
niversity Press, 2001 参照。
（
（（）　
実例は、莫高窟隋代第二七八窟西壁龕外南側の観音菩薩画像、莫高窟初唐第五七
窟北壁の観音菩薩画像参照。図版は敦煌研究院主編『敦煌石窟全集』
（「尊像画巻」
（香港、商務印書館、二〇〇二年 図版一二六、一二八参照。
（
（（）　
中原の実例は、 『敦煌石窟全集』
（「尊像画巻」図版一二八参照。
（
（（）　
実例は、ウィットフィールド編『西域美術：大英博物館スタイン・コレクショ
ン』巻一「敦煌絵画」Ⅰ図版一三（
Stein Painting 8 、八世紀末～九世紀半ば） 、及び
ジャック・ジエス、秋山光和編『西域美術：ギメ美術館ペリオ・コレクション』 （
Les 
arts de l'Asie centrale La collection Pelliot du M
usée G
uim
et ）第一巻（東京、講談社、一九九
五年）図版七一（
E
O
. （（（（ 、五代～北宋）参照。
（
（（）　
前掲註
（0J. W
illiam
s 論文、
pp.130-131.　
敦煌の蓮華手観音の図像資料はスタイ
ン収集作品の中に多く見られる。
L. C
handra and N
. Sharm
a, Buddhist Paintings of Tun-
H
uang in Th
e N
ational M
useum
, N
ew
 D
elhi, N
ew
 D
elhi, N
iyogi Books, 2011
参照。
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コータン・ドモコ仏寺遺跡出土千手千眼観音壁画の初歩的考察
303
二五
（
（（）　
前掲註
（（張広達・栄新江論文二一五頁、広中智之「求法僧眼中的于闐佛教（
（︱
（世紀）
 ︱︱
 兼及和田出土佛教写本」 （ 『西域文史』第二輯、 一八八～一八九頁、 北京、
科学出版社、二〇〇七年） 、賈応逸「于闐盛行密教考」 （ 『西域文史』第八輯、二頁、二〇一三年） 。
（
（（）　
平井宥慶「千手千眼陀羅尼経」 （牧田諦亮・福井文雅編『敦煌と中国佛教』 （ 『講
座敦煌』七）一四〇～一四三頁、東京、大東出版社、一九八四年。
（
（（）　『宋高僧伝』 巻二唐尊法伝 「釈尊法、 西印度人也、 梵云伽梵達磨、 華云尊法。 遠踰沙磧、来抵中華、有伝訳之心、堅化導之願。天皇永徽之歳、翻出千手千眼観世音菩薩広大円満無礙大悲心陀羅尼経 巻。経題但云西 竺伽梵達磨訳、不標年代。推其本末、疑是永徽顕慶中也。又準千臂経序云 智通同此三蔵訳也」 （宋・賛寧著、 范祥雍点校本、二九～三〇頁、北京 中華書局、一九八七年） 。 「伽梵達磨」はすなわち「伽梵達摩」である。
（
（0）　
前掲註
（（平井論文一四四～一四五頁。
（
（（）　
訳経の時期と信仰の時期とは完全に同じにはならないが、両者が基本的に同調す
る実例を少なからず見出すことはできる。したがって、両者が 一歩調にある あるいは同調しないという、二タイプの可能性が存在している。
（
（（）　
画史の記載によると、武周の長安年間（七〇一～七〇四）に長安の慈恩寺塔を重
修し、 当時の著名な画家の尉遅乙僧は塔に密教尊の千鉢文殊像を描いたのみならず千手観音像も描いた。張彦遠『歴代名画記』巻三「記両京外州寺観画壁 両京寺観等画壁」に 「慈恩寺……塔下南門尉遅〔乙僧〕画、 西壁 鉢文殊 尉遅〔乙僧〕画」 （兪剣華注釈本、六〇～六一頁、上海人民美術出版社 一九六三年）とあり、朱景玄『唐朝名画録』にも「 〔尉遅〕乙僧、今慈恩寺塔前功徳。又凹凸花 面（画）中間千手眼大悲、精妙之状、不可名焉」 （ 『文淵閣四庫全書』第八 二冊「子部・芸術類」三六五頁）と記載される。
（
（（）　
古麗比亜「丹丹烏里克新発現佛寺壁画初探」 （前掲註
（『丹丹烏里克遺址
 ︱︱
 中
日共同考察研究報告』二四六～二四八頁）参照。考古報告では、トプルクトン二号仏寺から出土した擦擦 （塼仏） とチベット西部との密接な関係について言及する （ 「報告」五一九頁） 。しかし最近の研究では、それら 実際には東インドとの関係が接であることが明らかにされている（
Erika Forte, “Tsha tsha in K
hotan. A prelim
inary 
survey into neglected but significant evidence,”
近刊参照） 。
（
（（）　
考古遺物はこの点を実証している。西蔵自治区文物局・四川聨合大学考古専業 『西
蔵阿里東嘎、皮央石窟考古調査簡報』 （ 『文物』一九九七年第九期 二一頁） 、霍嶷「于
闐
与蔵西：新出考古材料所見両地間的古代文化交流」 （ 『蔵学学刊』第三輯〈吐
蕃与絲綢之路研究専輯〉一四六～一五六頁、二〇〇七年）参照。考古遺物に映し出される状況は、まさに文献記録の内容と呼応している。古チベット語文献には、八世紀末九世紀初に在位した吐蕃王の赤徳松賛、およびその息子であるチベット王赤祖徳賛（九世紀前半在位）がともに于闐の工芸を非常に重視していたことを記録している。特に後者の赤祖徳賛は、かつて 王に、于闐の甲熱牟波地方の石細工や象嵌の工芸技術 精通した一人の大師を、吐蕃に来させて寺院の建造に助力す よう要求した。もし于闐王がこれを拒絶すれば 騎兵の襲撃 遭うと脅し のである。ついに于闐王は赤祖徳賛の要求をのみ、この大師は彼 三人の息子たちとともに吐蕃に来たという（ 〈仏〉
H
eather K
arm
ay
著、熊文彬訳『早期漢蔵芸術』 〈原
題
Early Sino-Tibetan art 〉二三～二四頁、北京、中国蔵学出版社、一九九四年、参照） 。
（
（（）　
当然ながら、絵画様式と技法から言えば、この壁画は当地の「于闐画派」の特徴
を備えていることは疑う余地がない。事実、 の壁画 みの現象ではなく、ダンダンウィルク遺跡の範囲内のドモコ仏寺遺跡の新発見 な同様 ある。安藤佳香「関于新出土的丹丹烏里克壁画
 ︱︱
 対西域壁画于闐風格的思考」 （前掲註
（『丹
丹烏里克遺址
 ︱︱
 中日共同考察研究報告』二〇九～二三三頁） 、賈応逸「策勒県托
普魯克墩仏寺遺址的唐代于
闐
佛教芸術」 （前掲註
（『絲路梵相
 ︱︱
 新疆和田達瑪溝
佛教遺址出土壁画芸術』一二～二六頁） 、巫新華「于
闐
佛寺遺址考古研究新進展
 
︱︱
 従達瑪溝仏寺遺址新発現談于
闐
画派及其他」 （ 『絲路梵相
 ︱︱
 新疆和田達瑪溝
佛教遺址出土壁画芸術』二八～四 頁） 、李維琨『絲路梵相
 ︱︱
 新疆和田達瑪溝佛
教遺址出土壁画芸術』 （四四～五〇頁）参照。
（
（（）　『大正蔵』巻二〇、一一一頁
a。
（
（（）　
考古報告によると、この千手千眼観音に属する絵画の残片（整理番号
06C
D
K
F1: 
005 ）は、掌に一つの円形物（一部残存）を持っている。報告者はこの円形物を太
陽と推測しており、その推測は正しいと思われる。 「報告」五一二頁参照
（
（（）　
単樹構図の実例として、フランス・ギメ美術館所蔵の敦煌蔵経洞発見の三面六臂
観音像（整理番号
EO
. 1398 ）がある。同作例は紙本着色で、制作年代は五代から
宋にかけてである。図版は前掲註
（（『西域美術：ギメ美術館ペリオ・コレクション』
第一巻、図版八四を参照。
（
（（）　
樹木、兎、蟾蜍が描かれる構図の実例として、フランス・ギメ美術館所蔵の敦煌
蔵経洞発見の千手千眼観音像（所蔵番号
M
G
. 17659 ）がある。同作例は絹本着色で、
制作年は九八 年である。図版は前掲註
（（『西域美術：ギメ美術館ペリオ・コレク
ション』第一巻、図版九八を参照。
（
（0）　
樹木、兎、人が描かれる構図の実例として、フランス・ギメ美術館所蔵の敦煌蔵
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美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
二
　
号
304
二六
経洞発見の十二面観音像（所蔵番号
M
G
. 25486 ）がある。同作例は麻本着色で、制
作年は九五九年である。図版は前掲註
（（『西域美術：ギメ美術館ペリオ・コレクシ
ョン』第一巻、図版九三を参照。
（
（（）　
図像の実例として、スタインがダンダンウィルク
D
. IV
仏寺遺跡で発見した木板
画
　（整理番号
D
. IV. 5 ）の正面の図像がある。木板の正面の円の中に鼠首人身の像
が描かれている。鼠の頭は王冠を戴く スタインはこれを当地の人びとの崇拝を受けていた于闐の伝説で語られる鼠王であるとしている。 の比定は正しい 思われる。スタイン著、 巫新華訳『古代和田』 （原題
Ancient K
hotan ）第一巻、 二七八頁、 済南、
山東人民出版社、二〇〇九年、同書第二巻、図版
LX
III ）参照。
（
（（）　
彭金章「千眼照見千手護持
 ︱︱
 敦煌密教経変研究之三」 （ 『敦煌研究』一九九六
年第一期、一四・二八頁） 。
（
（（）　「報告」五一一～五一二頁参照。
（
（（）　
宿白「敦煌莫高窟密教遺跡札記」 （ 『文物』一九八九年第九・一〇期、後に『中国
石窟寺研究』所収、二八〇頁、北京、文物出版社、一九 六年） 。
（
（（）　「序」には 千手千眼菩薩者、……自唐武徳之歳、中天竺婆羅門僧瞿多提婆、於細 上図画形質及結壇手印経本、至京進上。太武見而不珍、其僧悒而旋轡。至貞観
年中、復有北天竺僧齎千臂千眼陀羅尼梵本奉進。 武聖帝勅令大総持寺法師智通共梵僧翻出呪経并手印等。……〔神功年中〕於妙
氎
上画一千臂菩薩像并本経呪進上、
神皇令宮女繍成、或使匠人画出、流布天下、不墜霊姿。 」 （ 『大正蔵』巻二〇、八三頁
b
c） 。
（
（（）　
この尊像の詳しい状況については、劉建華「唐代証聖元年 千眼大悲菩薩石雕
立像」 （大足石刻芸術博物館編『二〇〇五年重慶大足石刻国際学術研討会論文集』四六九～四七六頁、北京、文 出版社、二 〇七年）参照
（
（（）　
万仏溝高平郡王窟東側下方の小窟の東壁に、千手観音立像が浮彫であらわされて
いる。もう一体、万仏溝の北崖に、千手観音立像を浮彫であらわす龕がある。李文生「龍門唐代密宗造像」 （ 『文物』一九九一年第一期、六二～六三頁） 李玉昆「我国的観音信仰与龍門石窟的観音造像」 （龍門石窟研究所編『龍門石窟一千五百周年国際学術討論会論文集』一六一～一六二頁、北京 文物出版社、一九九六 ） 、常青「試論龍門初唐密教雕刻」 （ 『考古学報』二〇〇一年第三期、三三五 三六〇頁）参照。
（
（（）　
姚崇新『巴蜀佛教石窟造像初歩研究︱以川北地区為中心』三三八～三七〇頁、北
京、中華書局、二〇一一年。
（
（（）　
王恵民「敦煌千手千眼観音像」 （ 『敦煌学輯刊』一九九四年第一期、六三頁） 、前
掲註
（（彭金章論文一二頁。
（
（0）　
朱玉麒「中古時期吐魯番地区漢文文学的伝播与接受
 ︱︱
 以吐魯番出土文書為中
心」 （ 『中国社会科学』二〇一〇年第六期、一八二～一九四頁） 、栄新江「歴代亀茲地区流伝的漢文典籍
 ︱︱
 以徳蔵〝吐魯番収集品〟為中心」 （中国人民大学国学院編
『国学学刊』二〇一〇年第四期、後に栄新江『絲綢之路与東西文化交流』所収、一六一～一七二頁、北京大学出版社、二〇一五年） 、同「 『蘭亭序』在西域」 （ 『国学的伝承与創新
 ︱︱
 馮其庸先生従事教学与科研六十周年慶賀学術文集』上海古関出版
社、 二〇 三年、 後に『絲綢之路与東西文化交流』所収 一八五～一九九頁） 、 同「王羲之〈尚想黄綺帖〉在西域 流伝」 （ 『絲綢之路与東西文化交流』二 〇～二二五頁） 。
（
（（）　
栄新江「慧超所記唐代西域的漢化佛寺」 （ 『冉雲華先生八秩華誕寿慶論文集』三九
九～四〇七頁 台北、法光出版社 二〇〇三年） 同「唐代西域的漢化佛寺系統」 （新疆亀茲学会編『亀茲文化研究』第一輯 香港、天馬出版有限公司、二〇〇五年 後に前掲註
（0『絲綢之路与東西文化交流』所収、一五三～一六〇頁） 。
（
（（）　
四鎮都統とは四鎮都僧統のことで、クチャに設置されていた。馬世長「庫木吐喇
的漢風洞窟」 （ 『中国石窟
　
庫木吐喇石窟』北京、文物出版社、一九九二年、後に馬
世長『中国佛教石窟考古文集』に所収、 五 頁、台湾、覚風仏教芸術基金会、二〇〇一年）参照。四鎮は、亀茲（クチャ） 疏勒（カシュガル） 、于闐（コータン） 、焉耆（カラシャール）に調露元年（六七九）から開元 年（七一九 まで置かれた。その間、一度、碎葉（キルギス）鎮が焉耆鎮に代わった。
（
（（）　
栄新江「唐代西州的道教」 （ 『敦煌吐魯番研究』第四巻、一二七～一四四頁、北京
大学出版社、 一九九九年） 、 雷聞「国家宮観網絡中的西州道教
 ︱︱
 唐代西州道教補説」
（ 『西域文史』第二輯、一一七～一二七頁、北京、科学出版社、二〇〇七年） 。
（
（（）　
前掲註
（（馬世長論文一二三～一五五頁、霍旭初「敦煌佛教芸術的西伝
 ︱︱
 従新
発現的新疆阿艾石窟談起」 『敦煌石窟』二〇〇二年第一期 二六～三三頁） 、周偉洲「吉爾古斯斯坦阿克貝希姆遺址出土唐杜懐宝造像題銘考」 『唐研究』第六巻 三九一頁、二〇〇〇年） 。
（
（（）　
栄新江「王延徳所見高昌回鶻大蔵経及其他」 （ 『慶祝鄧広銘教授九十華誕論文集』
二六七～二七二頁、石家荘、河北教育出版社、一九九七年 。
（
（（）　
王素「吐魯番出土〈功徳疏〉所見西州庶民的浄土信仰」 （ 『唐研究』第一巻、一一
～三四頁、北京大学出版社、一九九五年） 、霍旭初「阿艾石窟信仰探察」 （同『滴泉集
 ︱︱
 亀茲佛教文化新論』二〇五～二一五頁、烏魯木斉、新疆美術撮影出版社、
二〇〇八年） 、霍旭初「善導与西域阿弥陀浄土信仰」 （ 『首届長安佛教国際学術研討会論文集』西安、先生師範 二 一〇 、後に同『亀茲石窟佛学研究』
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に所収、二五三～二六三頁、北京、宗教文化出版、二〇一三年） 、栄新江「唐代禅宗的西域流伝」 （ 『田中良昭博士古稀記念論集・禅学研究の諸相』東京、大東出版社、二〇〇三年、後に前掲註
（0『絲綢之路与東西文化交流』所収、一七三～一八四頁） 。
（
（（）　
クチャ地域に開鑿された八世紀以降の漢様式のクムトラ石窟と、新たに発見され
た阿艾石窟には、ともに盧舎那法界人中像が描かれている。クムトラ第九窟と阿艾石窟第一窟である。注意されるのは、絵画様式 漢様式であ だけでなく、その構図の方式もまた西域本土に流行した盧舎那法界人中像との差異が比較的大きい。して敦煌莫高窟題四二八窟の南壁の 仏とよく似ている。つまり、 チャの二つの石窟に見られる盧舎那仏の図像表現は、おそらく西域固有の華厳信仰の伝統と図像の系統ではなく、中原の華厳信仰とその図像の系統が 漸したことを暗示していよう。関連する図像資料について 前掲註
（（馬世長論文一四一頁、霍旭初「阿
艾石窟題記考識」 （ 『西域研究』 〇四年第二期、後に前掲註
（（『滴泉集
 ︱︱
 亀
茲佛教文化新論』に所収、一九七頁） 、同「阿艾石窟信仰探察」 （ 『滴泉集
 ︱︱
 亀茲
佛教文化新論』二一五～二一六頁）参照。
（
（（）　
馬世長氏は早くにクムトラ石窟中の密教遺跡に注意している。特に、馬氏は第七
窟の塑像の残欠の中に千手千眼観音像の一部も発見した ただし、彼は、この千手千眼観音像はクチャ様式の塑像である、と慎重な見解を示した。したがって クムトラ石窟における密教の題材 壁画は、唐代の中原地域 密教経典の影響を受けたものなのか、それともクチャ密教そのも を反映した のな か、今後 研究が俟たれる（前掲註
（（馬世長論文一四〇・一五五頁参照） 。
（
（（）　
前掲註
（（霍旭初「阿艾石窟信仰探察」二一八頁。
（
（0）　
前掲註
（（馬世長論文一三五～一三七頁。
（
（（）　
張総 『地蔵信仰研究』 第三章 「地蔵菩薩的造像与絵画図像」 一七三～三五二頁、 北京、
宗教文化出版社、二〇〇三年） 、姚崇新「広元的地蔵造像与其組合」 （ 『芸術史研究』第四輯、三一〇～三一一頁、広州 中山大学出版社、二〇〇二年） 。
（
（（）　
京都国立博物館等編『ドイツ・トゥルファン探検隊西域美術展』一九一頁、東京、
朝日新聞社、一九九一年、図版一三 解説参照。
（
（（） 　
A
. von Le C
oq, C
hotscho: facsim
ilew
iedergaben der w
ichtigeren funde der ersten K
öniglich 
preussischen expedition nach Turfan in O
st-Turkistan, Berlin, 1913, Plate 47; A. von G
abain, 
“K
sitigarbha in Z
entralasien, Buchillustratuonen ausden Turfan-Funden,” Indologen-Tagung 
1971: Verhandlungen der Indologischen Arbeitstagung im
 M
useum
 für Indische Kunst (Berlin) 7-9. 
1971, ed. By H
. H
ärtel, and V. M
oeller, W
iesbaden, 1973, pp. 47-71 。
（
（（）　『出三蔵記集』巻一四「沮渠安陽侯伝」五五一頁。
（
（（）　『大谷文書集成』第二巻、二一四頁および図版七四、京都、法蔵館、一九九〇年。
（
（（）　
旅順博物館蔵トルファン出土の三件の唐写本仏経残片（所蔵番号
LM
20-1485-03-
03 ・
LM
20-1516-054 ・
LM
20-1485-02-03 ）の内容はいずれも『妙法蓮華経』 「観世音菩
薩普門品」である。資料整理をした者は、それらすべてを『妙法蓮華経観世音菩薩普門品経』と名付けている（旅順博物館・龍谷大学共編『旅順博物館蔵新疆出土漢文佛経選粋』一〇八・一一〇・二二六頁、京都、法蔵館、二〇〇六年） 。ただしこの三件の残片には「普門品経」という題名はなく、このように名付けることに根拠はない。あるいは、 西州地域では昇格後の『観世音菩薩普門品』を『観世音菩薩経』と呼び習わしていたのかもしれない。
（
（（）　『大谷文書集成』第三巻、八一頁および図版四九、京都、法蔵館、二〇〇三年。
（
（（）　
唐長孺主編『吐魯番出土文書』 （図録本）二、三三〇頁、北京、文物出版社、一
九九四年。
（
（（）　
姚崇新・于君方「観音与地蔵
 ︱︱
 唐代佛教造像中的一種特殊組合」 （ 『芸術史研究』
第一〇輯、 六七～五〇六頁、二〇〇八年） 。
（
（0）　『大谷文書集成』第一巻、一三六頁および図版 一一、京都、法蔵館、一九八四年。
（
（（）　『大谷文書集成』第二巻、二五五頁および図版七六。 「臂」字は筆者が残筆部分を根拠に補録。
（
（（）　
前掲註
（（『旅順博物館蔵新疆出土漢文佛経選粋』一三七・二二九頁参照。
（
（（）　『大谷文書集成』第二巻、二五六頁および図版七六。
（
（（）　
栄新江・李肖・孟憲実主編『新獲吐魯番出土文献』下冊、二四一頁、北京、中華
書局、二〇〇八年。
（
（（）　
トルファン出土の回鶻文の『普門品』は上述の西州時代に『観世音菩薩経』と題
名を付けられた漢文の単行本『普門品』から進化したものと考えられる。ベゼクリク石窟の回鶻時代の石窟 中には観音菩薩の絵画と塑像が少なくない。顕教の聖観音像だけでなく、密教の千手千眼 像もある（ 〈独〉
A. G
rünw
edel 著、趙崇民・
巫新華訳『新疆古佛寺：
1905-1907
年考察成果』 〈原題
Altbuddhistische Kultstätten in 
C
hinesisch-Turkistan 〉第七章「伯孜克里克寺廟」四二五～四二九・五四三・五五五頁、
北京、中国人民大学出版社、二〇〇七年、参照） 。これらの絵画と塑像の様式はすべて唐風であり、唐代における漢風を継承していることを物語っている
（
（（）　
榜題の翻刻文は前掲註
（（馬世長論文一三三頁参照。
（
（（）　（独）
A. von Le C
oq
著、斉樹仁訳『中国新疆的土地和人民』 （原題
Von Land und 
Leuten in O
stturkistan ）九八頁、北京、中華書局、二〇〇八年。
（
（（）　
前掲註
（（に同じ。
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（
（（）　
文書の翻刻文と図版は、 林世田・劉波 「国図蔵西域出土 『観世音菩薩勧攘災経』 研究」
（ 『敦煌文献・考古・芸術総合研究
 ︱︱
 紀念向達先生誕辰
110周年国際学術研討会論
文集』三〇六頁）参照。林・劉両氏の翻刻文はいささか誤りがあり、文書の図版に拠って補正すると、第七行「若不依者」 前に「如」の字が抜けてお 第一五行「請為流転」は正しくは「請為流伝」である。
（
（0）　
前掲註
（（林世田・劉波論文三〇七～三一一頁。
（
（（）　『新菩薩経』 『勧善経』の写本の校勘と年代研究については、 円空「 『新菩薩経』 『勧善経』 『救諸衆生苦難経』校録及其流伝背景之探討 （ 『敦煌研究』一九九二年第一期、五一～六一頁）参照。
（
（（）　
楊梅 『
（︱
（世紀中国北方地区佛教讖記類偽経研究』 （首都師範大学博士学位論文、
二〇〇六年五月、九八頁）参照。
（
（（）　
于賡哲 「 『新菩薩経』 、 『勧善経』 背后的疾病恐慌
 ︱︱
 試論唐五代主要疾病種類」 （ 『南
開学報』二 〇六年第五期、六二～七〇頁）参照。
（
（（）　
Erika Forte, “A Journey ‘to the Land on the O
ther Side’: Buddhist Pilgrim
age and Travelling 
O
bjects from
 the O
asis of K
hotan.” in C
ultural Flow
s across the W
estern H
im
alaya, edited by 
Patrick M
c Allister, C
ristina Scherrer-Schaub and H
elm
ut K
rasser,  fig. 6, 11-12, 2015. Forte
氏はこの二つの仏像は中国の四～ 世紀によく見られる単体の金銅仏像と互いに比較することができると指摘する。確かに、像の台座部分は中国の十 国から北朝前期の金銅仏像の一般的な様式を踏襲している。しかし仏像様式は唐代に属することから、それら 唐代の作品に違いない。
（
（（）　
段晴「義浄与実叉難陀」 （ 『国学的伝承与創
 ︱︱
 馮其庸先生従事教学与科研六
十周年慶賀学術文集』 、後に段晴『于闐・佛教・古巻』に収録。一六九～一八四頁、上海、中西書局 二〇一三年） 。
（
Yao C
hongxin　
中山大学社会学与人類学学院教授）
（訳者
　
はまだたまみ
　
横浜美術大学准教授）
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【付記】　
本文は国家社科基金重大項目「敦煌与于
闐：佛教芸術与物質文化的交互影響」 （項目番
号：
（（&
Z
D
0（（ ）の成果の一部である。資料収集の過程において、栄新江氏、游自勇氏、
陳菊霞氏、 朱麗雙氏、 王嬌氏、 および鄭燕燕氏、 郭桂坤氏の協力を得た。 また初稿完成の後、栄新江氏より若干の修正意見をいただき、得たものは大きい。ここに記して、感謝の意を表します。＊原著
　
姚崇新「和田達瑪溝佛寺遺址出土千手千眼観音壁画的初歩考察
 ︱︱
 兼与敦煌
　
的比較」 『藝術史研究』第十七輯、中山大學出版社、二〇一五年、二四五～二八〇頁。
（本論文は、平成二十八年度海外編集委員による推薦論文である）
422.indb   306 17/08/01   8:52
